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今週の市場見通し 
国内株式市場 マーケット概観 

■4 万円到達後の日経平均は上値重く 

 先週の日経平均は週間で221.88円安(－0.56％)の39688.94

円と下落した。半導体株を中心とした米国株の上昇を受けて、

週初の寄付きから日経平均は史上初となる 40000 円台に乗せ

て取引を開始。東京エレクトロン<8035>、アドバンテスト

<6857>が上場来高値を更新するなど、値がさ半導体株の上昇が

引き続き日経平均のけん引役となった。買い一巡後は、200日

移動平均線の上方乖離率が 20％を超えるなど短期的な過熱感

も意識されて、日経平均の上げは一服したが、建設株や銀行株、

鉄鋼など大型バリュー銘柄が買われたことから TOPIX がしっ

かり。NT倍率は14.5倍台まで縮小した。 

 ただ、5日に行われたスーパーチューズデー（11月の米大統

領選挙に向けて、共和党、民主党の候補者選挙が集中する日）

にて、共和党大統領候補者にトランプ前大統領が指名されるこ

とがほぼ確実となったことや、3月18-19日に開催される日本

銀行の金融政策決定会合にて、一部出席者がマイナス金利政策

の解除が妥当だと意見表明する見通しと報じられたことなど

から、為替が1ドル＝147円台まで円高方向へ推移。円高進行

が嫌気されてトヨタ自動車<7203>など自動車株は上値が重く

なった。週末に 3 月限先物・オプション取引の特別清算指数

（SQ）の算出を控えていたことも影響し、先物中心に売りがや

や膨らむ展開となった。 

 なお、2月第4週の投資主体別売買動向によると、外国人投

資家は現物を3889億円買い越した一方、TOPIX先物を343億

円売り越し、225 先物は2186 億円売り越したことから、合計

1360億円の買い越しとなった。個人投資家は現物を1020億円

売り越し、自己は現物を2715億円買い越した。2月第1週か

ら第4週合計では、海外投資家が現物を9670億円買い越した。

 

■日柄調整によって日経平均の短期的な過熱感は和らぐ 

 日経平均の上値が重くなり日柄調整が入ったことから、8日

終値時点の日経平均の25日移動平均線の上方乖離率は3.6％、

200 日移動平均線の上方乖離率は 18.6％とそれぞれ過熱感を

示す水準（25日は7％、200日は20％）を下回っており、足元

の急ピッチな上昇に対する日経平均の短期的な過熱感はだい

ぶ和らいでいる。 

 値がさ半導体株や指数寄与度が最も高いファーストリテイ

リング<9983>の値動きに日経平均が振らされる展開は変わら

ないが、銀行株や証券株、損保株など金融セクターや、建設、

鉄鋼セクターなど幅広い銘柄が物色されており、東証プライム

市場の売買代金は2月29日以降、5兆円超の日が続いている。

MSCIリバランスやSQ算出など需給イベントがあった日は6兆

円を超えるなど商いは活況だ。三井 E&S<7003>、野村マイク

ロ・サイエンス<6254>など東証プライム市場の中小型株も連日

大商いとなっており、投資家のマインドは良好といえそうだ。

 

■円高加速で輸出関連銘柄は神経質な展開を迎えるか 

 一方、先週末8日の米国市場は反落。ダウ平均は前日比68.66

ドル安（－0.18％）の 38722.69 ドル、ナスダックは 188.26

ポイント安（－1.16％）の16085.11、S&P500は33.67ポイン

ト安（－0.65％）の5123.69で取引を終了した。そして、大証

ナイト終値は通常取引終値比720円安の38790円と急落した。

米 2 月雇用統計が労働市場のひっ迫緩和を示し米連邦準備制

度理事会（FRB）の利下げ観測が一段と強まったことで、ドル・

円は一時146円49銭まで円高ドル安が加速した。週明け東京

市場は売り優勢の展開でスタートする公算が大きい。 

調整局面は出遅れていた投資家の買い場となりそうだが、為

替の円高推移は懸念材料である。2 月 13 日以降、ドルは 150

円前後で上下 2 円弱の狭いレンジでのこう着相場が続いてい

たが、3月の日銀金融政策決定会合にて金融政策の正常化に踏

み出すのではないか、との思惑が高まったことや、パウエル

FRB議長が議会証言にてややハト派的な発言を行ったこと、ス

ーパーチューズデーの結果を受けて、トランプ前大統領が米大

統領に返り咲く可能性が高まっていることなどが円買いドル

売り材料となっている。 

 米商品先物取引委員会（CFTC）が8日に発表した建玉明細報

告では、5日時点のシカゴ・円における大口投資家（投機筋）

のポジションは 11 万 8843 枚の売り越しと前回の 13 万 2705

枚の売り越しから大幅に減少。投機筋の売り越しポジションは

3週ぶりに12万枚以下となった。6日以降、円高ドル安が進ん

だことから、投機筋の円売りポジションはより減少したと推

測。投機筋の円売りポジション解消がいったん止まれば、足元

の円高ドル安加速は一巡しそうだが、自動車株など輸出関連銘

柄は神経質な展開を迎えそうだ。 

 

■国内GDP 改定値、米消費者物価指数など 

 今週にかけて、国内は、11日に10-12月期GDP改定値、12

日に2月国内企業物価指数、1-3月期景況判断BSIなどが予定

されている。海外では、12日に英・2月雇用統計、1月ILO失

業率、独・2月消費者物価指数改定値、米・2月消費者物価指

数、13 日に英・1 月鉱工業生産指数、1 月製造業生産指数、1

月貿易収支、1月月次GDP、欧・1月ユーロ圏鉱工業生産指数、

米・週次石油在庫統計、14 日に米・週次新規失業保険申請件

数、2月生産者物価指数、2月小売売上高、15日に米・3月ニ

ューヨーク連銀製造業景気指数、3月ミシガン大学消費者信頼

感指数速報値、2月鉱工業生産指数などが予定されている。 

 

 

調整局面は出遅れ投資家の買い場となりそうだが、円高進行が懸念材料 
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今週の市場見通し 

国内株式市場 新興市場 

 

 

Ridge-i<5572> 

Laboro.AI<5586> 

 円 

東証グロース市場250指数 

新興市場 

■タイミングを待っていた投資家の動きに期待 

 

今週の新興市場は反発を想定する。週初の東京市場では、

為替の急激な円高進行などを受けて、プライム市場の輸出関

連銘柄の一角が下落し、日経平均も大幅安となろう。グロー

ス市場でもいったんは先週末同様に直近急騰していた銘柄

などに売りが入りそうだが、売り一巡後は出遅れた銘柄への

個人投資家の物色が強まると考える。プライム市場を中心と

した上場来高値更新銘柄の信用買いポジションが多い点は

気になるところだが、この上昇相場で出遅れた投資家の待機

資金が底堅い地合いを作ると想定。週明け以降の下落局面で

は、タイミングを待っていた投資家の物色資金が入り、グロ

ース市場の売買代金は増加すると考える。 

 

■今週もAI関連銘柄が物色の中心となりそうか 

 

プライム市場のさくらインターネット<3778>が8日後場急

落した局面で、Laboro.AI<5586>、Ridge-i<5572>などAI関連

銘柄が同時に急落した点は気がかりだが、急落した銘柄に短

期的なリバウンド狙いの値幅取り資金が入る可能性は高い

ことから、今週もAI関連銘柄が物色の中心となりそうだ。ま

た、QPS研究所<5595>も売買代金は減少しているが、先週、

上場来高値を取るなどトレンドは強く、引き続き関心を集め

よう。 

 

なお、3月21日にグロース上場のトライアルホールディン

グス<141A>（日程変更可能性あり）、STG<5858>を皮切りに3

月は15社の新規株式公開（IPO）が予定されている。今週末

辺りから換金売りなどが入る可能性はあるので需給面は要

注意となる。 

週明けの相場下落局面でタイミング待ちの投資家が動くか 

 円 
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■先週の動き 

連邦準備制度理事会（FRB）の利下げを急がない姿勢を受

けた長期金利の上昇を嫌気し、週初は下落で始まった。利益

確定売りが続いたほか、2月ISM非製造業景況指数など経済

指標が予想以上に悪化したため景気への楽観的見方が後退、

アップルやテスラの下落も相場の重しとなった。週半ば、雇

用関連指標が労働市場のひっ迫緩和を示唆したため年内の

利下げ期待が再燃。パウエル議長が下院金融委員会での議会

証言で利下げを急がない方針を再表明すると同時に、年内い

ずれかの時点で利下げが適切になる可能性が高いと言及す

ると、相場は下げ止まった。一時、地銀のニューヨーク・コ

ミュニティー・バンコープ株の急落を受け金融市場への不安

に上値が抑制されたが、その後、同行が 10 億ドル超の増資

発表で株価が回復すると警戒感も後退。週後半にかけて、パ

ウエル議長が上院銀行委員会での証言でも経済が予想通り

に展開した場合の年内利下げの可能性を繰り返し、S&P500種

指数は史上最高値を更新。2 月雇用統計も労働市場の減速を

示し利下げ期待を受けた買いを支援したが、人工知能（AI）

技術への期待を背景としたエヌビディア株が史上最高値を

更新後、利益確定売りに拍車がかかり相場全体を押し下げ、

結局、主要株価指数は週を通じ下落となった。 

 

半導体メーカーのエヌビディアは、アナリストが人工知能

（AI）技術を先導する同社の目標株価を引き上げ買い先行。

ディスカウント衣料小売のターゲットは、昨年ホリデーシー

ズンの売上が予想を上回ったほか、年間有料メンバーシップ

プロブラムを発表し買われた。携帯端末のアップルは中国の

年初6週間のiPhone売上が前年同期比で24％減となり、シ

ェアも4位に後退。また、App Store規則を巡り市場独占を

試みたと欧州連合（EU）が同社に対し想定以上の制裁金を発

表し下落した。電気自動車メーカーのテスラは中国出荷台数

が約1年ぶりの低水準となったほか、ドイツで極左団体の送

電設備放火により工場を一時稼働停止したことが嫌気され

大幅下落となった。ソフトウエア・メーカーのマイクロソフ

トは、ロシアが関与しているハッカー集団が不正アクセスを

図っていると明らかになり下落。地銀のニューヨーク・コミ

ュニティ・バンコープは大手格付け会社による格下げで借り

入れコストの上昇が警戒され、大幅安となった。 

 

■今週の見通し 

今週は2月消費者物価指数（CPI）や生産者物価指数（PPI）、

小売売上高に注目だ。また、主要小売企業決算で消費動向を

判断したい。特にCPIでは、1月の結果が一時的であること

が証明されるかどうかに焦点を当てたい。データでインフレ

の鈍化基調が再確認されれば、年内の利下げ期待が強まり、

相場上昇要因になるだろう。 

 

FRB のパウエル議長は先週の議会証言において、インフレ

鈍化を確信しているものの、さらなるインフレ改善のデータ

が必要と利下げに慎重な姿勢を再表明した。同時に、利下げ

開始時期を過剰に遅らせることのリスクを認識していると

し、もし、経済が想定通りに展開した場合、年内に利下げを

開始することが可能になると言及。利下げを開始するのは

「そう遠くはない」と年内の利下げの可能性にもさらに明確

に言及し、今までで一番ハト派色を強めた。利下げの可能性

をさらに確かにするため、1 月のインフレ改善停滞からの大

幅な基調転換に期待が集まっている。もし、CPIやPPIの結

果で、インフレ鈍化の基調がさらに確認できれば、相場の上

昇を後押しするだろう。 

 

FRB がインフレ指標として注目している食品やエネルギー

を除いた CPI のコア指数は前年比で 1 月の＋3.9％から＋

3.7％と、21年5月来の低い伸びに鈍化しインフレ鈍化基調

の継続を証明する見込み。1 月分は予想程伸びが鈍化せず、

市場での早期利下げ観測が後退し、相場の重しとなった。PPI

はすでに2％を割り込んでいる。2月小売売上高は1月のマ

イナスからプラスに改善が予想されている。今年に入り、ホ

リデーシーズンも終わり、さらに、悪天候に加え労働市場へ

の懸念も浮上し消費に鈍化傾向も見られる。消費の過熱感が

緩和すれば、FRB が特に注目しているサービスインフレ鈍化

にもつながり、利下げの可能性もさらに強まるだろう。 

 

経済指標では、2月消費者物価指数（CPI）（12日）、2月小

売売上高、2 月生産者物価指数（PPI）、週次新規失業保険申

請件数、1月企業在庫（14日）、2月輸入・輸出物価指数、2

月鉱工業生産、2 月設備稼働率、3 月ミシガン大消費者信頼

感指数速報値（15日）、などが予定されている。 

 

主要企業決算では、小売では百貨店のコールズ（12 日）、

住宅建設会社のレナー、ディスカウント小売のダラー・ツリ

ー、家具販売のウィリアムズ・ソノマ（13 日）、ディスカウ

ント小売のダラー・ゼネラル、化粧品小売のアルタ・ビュー

ティ、スポーツ用品小売会社のディックス・スポーティン

グ・グッズ（14 日）、そのほか、ソフトウエア・メーカーの

オラクル（11日）、アドビ（14日）、などが予定されている。

特にレナーの決算では、住宅ローン金利の低下が支援し、需

要回復や様々なプロモーションなどが奏功した強い結果に

期待したい。 

CPI や小売売上高に注目/米国株式相場 今週の見通し 

米国株式市場 
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米ドル・円 予想レンジ 145.00 円 ～ 149.00 円 

債券先物予想レンジ 145.30 円 ～ 146.00 円 

長期国債利回り予想レンジ 0.705 ％ ～ 0.745 ％ 

今週の為替/債券市場見通し 
為替/債券市場 

 

今週のドル・円は伸び悩みか。3月13日に自動車・電機大手の

賃上げ集中回答が予定されており、賃上げが市場予想を上回る水

準だった場合、日本銀行は賃金上昇を伴う2％の物価目標の実現に

自信を深めて大規模緩和の修正に乗り出す可能性がある。ただ、

米連邦準備制度理事会（FRB）の利下げペースは市場の想定より緩

慢とみられ、リスク選好的なドル買い要因となり得る。先月発表

された1月米コアPCE価格指数は前年比＋2.8％となり、市場予想

と一致。12日に発表される2月米消費者物価コア指数（CPI）は前

年比＋3.7％と予想されており、3％程度の高インフレの状態はし

ばらく続く見込み。パウエルFRB議長は3月6-7日の議会証言で、

金融政策について中立的な見解を示したため、主要通貨に対する

ドル売りが観測されたが、市場参加者の間では年内数回の利下げ

が以前から想定されており、米国経済の軟着陸への期待も持続し

ていることから、リスク回避的なドル売り・円買いは一服する可

能性は残されている。 

 

 

 

 

【米・2月消費者物価指数（CPI）】（12日発表予定） 

 3月12日発表の米2月消費者物指数（CPI）は総合指数が前年比

＋3.1％、同コア指数は＋3.7％と予想されている。総合指数が 1

月と同水準となった場合、インフレ高止まりの思惑でドル買い要

因に。 

 

【米・2月小売売上高】（14日発表予定） 

 3月14日発表の米2月小売売上高は、前月比＋0.8％と大幅改善

が期待されている。個人消費の回復が確認された場合、米国経済

の軟着陸が期待されドル買い材料となる。 

■今週の見通し 

 今週（3 月 11 日-15 日）の債券市場では長期金利がやや低下す

る可能性がある。日本銀行による月内のマイナス金利政策解除と

当座預金付利 0.1％の一層構造が形成されることは十分織り込ま

れており、年度末を控えた投資家の保有残高積み上げの債券買い

圧力がかかりやすい。米長期金利の動向は無視できないが、長期

債などの利回り水準はひとまず低下すると予想される。3月13日

に春闘の集中回答が予定されており、市場想定を上回る回答が集

まった場合、マイナス金利解除後の長期金利への対応に不透明感

が強まるため長期債の買いはやや縮小する可能性がある。 

 

債券先物の中心限月は6月限に移行する。マイナス金利政策の3

月解除の可能性は十分織り込まれており、為替相場や米長期金利

の動向に大きな変化がない場合、債券先物は 145 円台前半で下げ

渋る可能性が高い。 

■先週の動き 

 先週（3 月 4 日-8 日）の長期債利回りは強含み。日本銀行は 3

月 18-19 日に開く金融政策決定会合でマイナス金利政策を解除す

るとの観測が強まり、長期債などの売りが優勢となった。日銀が8

日に行った定例の国債買い入れが下支え要因となり、長期債利回

りの上げ幅はやや縮小したが、20 年国債入札に備えたポジション

調整的な売りも観測されており、長期債利回りは底堅い動きを保

った。 

 

10 年債利回りは強含み。0.710％近辺で取引を開始し、一時

0.703％近辺まで低下した後、8 日の取引で 0.745％近辺まで反発

し、0.735％近辺でこの週の取引を終えた。 

 

債券先物3月限は弱含み。146円43銭で取引を開始し、6日の

夜間取引で146円67銭まで買われたが、日本銀行の金融緩和策修

正の思惑が強まり、7日の夜間取引で145円99銭まで下落。8日

の取引では円高進行を受けて長期債の買いが観測されており、債

券先物の下げ幅は縮小。146円03銭から146円28銭まで反発し、

146円25銭でこの週の取引を終えた。 

債券市場 

為替市場 

為替/債券市場 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

上昇率上位銘柄 下落率上位銘柄 業種別騰落率

コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） 上位セクター 騰落率（%）

4344 ソースネクスト 201.0 51.13 3854 アイル 3,185.0 -18.54  鉱業 6.14

2307 クロスキャット 1,843.0 50.82 6036 ＫｅｅＰｅｒ技研 5,300.0 -16.27  銀行業 6.02

7003 三井Ｅ＆Ｓ 2,553.0 41.60 3923 ラクス 2,100.0 -14.22  建設業 5.59

7238 曙ブレーキ工業 149.0 29.57 8057 内田洋行 6,980.0 -11.42  パルプ・紙 5.11

4540 ツムラ 3,543.0 28.30 9107 川崎汽船 6,870.0 -11.33  電力・ガス業 4.32

3315 日本コークス工業 160.0 25.98 2590 ダイドーグループホールディングス 2,758.0 -11.32  保険業 4.03

4574 大幸薬品 387.0 23.64 4326 インテージホールディングス 1,724.0 -11.23  繊維業 2.70

1802 大林組 1,801.0 21.77 2593 伊藤園 3,732.0 -11.10 下位セクター 騰落率（%）

4813 ＡＣＣＥＳＳ 1,431.0 21.17 2492 インフォマート 385.0 -10.88  海運業 -6.19

2130 メンバーズ 1,027.0 20.26 7605 フジ・コーポレーション 1,725.0 -9.73  ゴム製品 -2.67

3992 ニーズウェル 1,086.0 17.15 4046 大阪ソーダ 10,680.0 -9.72  空運業 -2.23

1801 大成建設 5,508.0 16.69 6364 北越工業 2,075.0 -9.70  その他製品 -2.02

9627 アインホールディングス 5,428.0 15.93 2531 宝ホールディングス 1,133.5 -9.28  輸送用機器 -1.94

8338 筑波銀行 331.0 15.73 4180 Ａｐｐｉｅｒ　Ｇｒｏｕｐ 1,667.0 -9.20  倉庫・運輸関連業 -1.88

6966 三井ハイテック 9,774.0 15.56 3937 Ｕｂｉｃｏｍホールディングス 1,266.0 -9.12  サービス業 -1.03

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マーケットを読む 
今週のポイント 

先週の日経平均は反落。週初は史上初の 4 万円大台乗せで

スタート、その後は半導体株の上昇一服で上値の重い動きとな

ったが、バリュー株の上昇が下支えとなって 4 万円レベルでの

もみ合いに。ただ、7 日は高値更新後に急速な伸び悩み、日銀

が3月会合でマイナス金利解除に踏み切るとの見方が急速に台

頭し、為替の円高反転も交えて売り材料視される展開となった。

業種別では、日銀の政策修正期待で銀行や保険などの金融関

連株が強い動き、大林組の増配発表が同業他社への連想感に

もつながったことで、建設株も上昇した。半面、コンテナ運賃の

下落で海運株が軟化、円高嫌気で自動車株が売られる場面も。 

個別では、三井ハイテックが上方修正で買われ、カプコンや

テレビ朝日、大阪瓦斯は増配が評価材料に。アイン HD はオア

シスの大量保有が思惑材料に。ツムラは薬価改定で大幅な引き

上げと伝わり上昇。三越伊勢丹、U アローズは 2 月の月次動向

が買い材料視される。レンゴーは製品値上げが期待材料に。ポ

ケトークの上場観測でソースネクストが週末に急伸。生成 AI 活

用システムの独自開発でメンバーズも急騰。半面、伊藤園は第

3 四半期増益率鈍化がマイナス視され、ダイドーグループ、内

田洋行、アイルも決算が売り材料に。KeePer 技研は月次動向が

ネガティブ視される。NIPPONEX、三洋貿易は株式売出による

需給悪化を嫌気。ブイキューブは新株予約権発行による潜在的

な希薄化をマイナス視。なお、日経平均の定期銘柄入れ替えが

発表され、新規採用のZOZOはストレートに買い材料視された。

先週末に発表された米雇用統計では、雇用者数が予想を上

回ったものの、失業率は 2 年ぶり高水準にまで上昇。早期利下

げ期待を高めるものになったとみられる。ただ、ハイテク株への

利食い売り圧力が強く株式市場は下落。ドル・円相場が一段と下

落したことで、CME 日経先物は大幅安となっている。来週に日

銀金融政策決定会合、FOMC と金融イベントを控えている中、

今週は戻りの鈍い展開が想定される。とりわけ、半導体株や自

動車株などからは資金シフトの動きが進む可能性があろう。 

日銀に関しては、連合の第1 回回答集計が 3 月15 日に公表

予定となっており、3 月会合でのマイナス金利解除の有無を大き

く左右することになる。直近では賃上げ率を大幅に上方修正す

るエコノミストなども観測されている状況だ。今週は引き続き銀行

株への関心が高まりやすいとみられる。今週は米国で 2 月 CPI

が発表される。想定外の上振れとなれば、円高抑制になる一

方、米国株安につながる公算は大きく、日本株にもマイナス要

因となってこよう。ほか、15日からロシア大統領選がスタートする

こともテールリスクとして警戒材料に。 

来週から再来週にかけて株主総会のシーズンとなってくる。

駆け込みで増配や自社株買いなど株主還元拡充策を発表する

企業が増加する可能性もあろう。先週末にも大日本印刷が大規

模自社株買いを発表している。いずれにせよ、月前半の今週ま

では権利取りの動きがまだ優位とみられ、高配当利回りを中心と

したバリュー株が選好されやすいとみる。 

日米金融政策イベント控えて様子見、今週はバリュー優位の展開に 

先週動いた銘柄・セクター（東証プライム） 

今週のポイント 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 マーケットを読む 

日経平均株価 
 

 

 

 

 
■スピード調整場面を迎える可能性が高い 

 
 

  

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下落、5 日線下降しパラボリック陰転 

先週（3月4-8日）の日経平均株価は6週ぶりに下落した。1

週間の下げ幅は221.88円（前週812.14円高）だった。 

 

東証と大阪取引所の投資部門別売買状況では、現物・先物合

算で海外投資家は2月4週（2月26日-3月1日）、買い越しを

継続し（1360億円、前週は158億円）、現物は買い越しへ転じた

（3889億円、前週は634億円の売り越し）。 

 

先週の日経平均は週初3月4日寄り値で4万円の大台替わり

を達成。7日には40472.11円まで上値を伸ばしたが、週末8日

は終値が4万円を下回った。この間、25日線や200日線など主

要な移動平均線は株価下方で右肩上がりをキープした。 

 

今週の日経平均は下落が予想される。日経平均は 1 月に

2822.54円、2月に2879.48円と2カ月連続で急伸し、3月も先

週末時点で522.75円高とプラスで推移している。ほぼ一本調子

で大幅に上昇した後のため、スピード調整場面を迎える可能性

が高い。 

 

先週末は終値が 5 日線を下回ったほか、パラボリックは日経

平均と TOPIX でともに売りサイン点灯を開始。週足ローソク足

は前週陽線の右上に陰線が出現する「かぶせ線」を高値圏で形

成しており、上げ一服からやや長めの調整局面に入るリスクに

も警戒が必要となろう。 

 

日経平均の移動平均線との乖離率は4日に6.44％まで上昇し

たが、先週末大引けでは 3.64％と買われ過ぎラインの 5％を下

回っており、今週も25日線乖離率は縮小方向に動き、株価を圧

迫しよう。 

 

先週末終値が25日線を上回る銘柄は日経平均採用225銘柄の

うち154銘柄（前週末3月1日は163銘柄）と減少したが、東

証プライム上場全銘柄では65％（同61％）と増加。市場全体で

短中期投資家は含み益を膨らませたと推察され、押し目での買

い出動が期待される。 

 

ボリンジャーバンドでは、先週末に+1σを下回って上値拡張

局面の終了を示唆。+1σの値幅は1405.65円と大きく、0.5σ相

当の 700 円程度であれば特段の材料がなくても変動し得る点に

留意したい。 

 

上値では、節目の4万円から7日高値40472.11円が抵抗帯と

して意識される。下値では直近のマド下端となる2月21日高値

38339.70円前後で抵抗帯として期待される。 

一目均衡表（日経平均） 
■ 基準線 ■ 転換線 ■ 遅行スパン ■先行スパン1 ■先行スパン 2 

テクニカル分析 

円 
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今週の分析銘柄 -1- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 320,893 0.3% 17,900 19,286 5.0% 13,231 186.49

2021/3連 275,181 -14.2% 12,300 13,902 -27.9% 10,116 145.56

2022/3連 302,746 10.0% 14,383 15,639 12.5% 11,535 169.38

2023/3連 338,831 11.9% 15,326 16,685 6.7% 12,227 184.69

2024/3連予 360,000 6.2% 23,000 25,000 49.8% 18,300 275.93

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/8 終値 4560 円 

目標株価 5000 円 

業種 建設業 

■国立競技場など豊富な施工実績 

 

 空調工事が主力。完成工事高を用途別にみると、工場が全体

の 45.5％を占め、次いで事務所 27.0％、店舗 5.8％、ホテル

4.2％などとなっている（23 年3 月期・個別）。山手線の新駅・高輪

ゲートウェイ駅や、国立競技場など豊富な施工実績がある。新技

術・新工法開発に注力し、保有する特許は 769 件と技術力に強

みを持つ。空調設備工事で培ったノウハウを活かし、グリーン水

素インフラ設備を手掛けるほか、月面で同社製の月面用水電解

装置を用い、水素や酸素の生成実験を計画するなど、事業領域

を広げている。24 年3 月期第3 四半期累計期間（23 年4-12 月）

の業績は、営業利益が 185.09 億円（前年同期比2.2 倍）。産業設

備分野の大型・新築工事を中心に、工事が順調に進捗した。 

 

■通期営業利益は前期比50.1％増計画 

 

2月8日に順調な工事進捗や受注及び施工段階における採算

改善の継続等を見込み、今期業績予想を上方修正。営業利益は

230 億円（前期比 50.1％増）となる見通し。また、半導体関連を中

心とする製造業での建設需要が堅調に継続しており、受注高予

想も引き上げている。株価は上げ足を速めているもよう。好業績

に鑑み、まずは次の大台となる 5000 円を目標株価としたい。 

 

★リスク要因 

人手不足による工事進捗の遅れなど。 

1969：日足 

 

長期上昇波動形成中。 

          

工場や事務所などの空調工事が主力、高い技術力で事業領域拡大 

高砂熱学工業〈1969〉プライム 

今週の分析銘柄 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -2- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連I 1,229,826 -0.4% - 27,039 -10.7% 19,214 186.70

2021/3連I 1,176,101 -4.4% - 48,874 80.8% 32,616 317.97

2022/3連I 1,174,389 -0.1% - 51,366 5.1% 48,049 469.92

2023/3連I 1,259,792 9.4% - 22,162 -57.2% 16,637 162.44

2024/3連I予 1,300,000 3.2% - 40,000 80.5% 27,000 263.11

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/8 終値 5274 円 

目標株価 6000 円 

業種 食料品 

■価格改定効果などで利益が伸長 

 

 牛、豚、鶏を国内 131 カ所、海外 20 カ所の自社工場で生産飼

育する食肉事業が全社売上の 59.5％を占め、「シャウエッセン」

ブランドなどのハム・ソーセージなどを国内22 カ所、海外9 カ所

の工場で製造する加工事業が 33.2％、海外事業が 25.5％などと

なっている（23 年3 月期）。このほか、プロ野球球団「北海道日本

ハムファイターズ」、サッカーJ リーグ「セレッソ大阪」の経営に参

画している。24 年3 月期第3 四半期累計期間（23 年4-12 月）の

連結業績について、事業利益は415.45億円（前年同期比68.0％

増）となっている。食肉事業や加工事業での価格改定効果のほ

か、輸入鶏肉・牛肉の調達見直しにより収益性が改善し、利益が

伸長した。 

 

■外食需要増加で収益性改善 

 

 加工事業で外食需要の増加に伴う収益改善が進むと見込み、2

月 1 日に今期業績予想を上方修正。事業利益は 450 億円（前期

比75.8％増）となる見通し。人口減少で国内市場は縮小が見込ま

れる一方、世界でも認知度がある北海道産のブランドを活用して

海外展開の拡大を図る計画だ。好業績に鑑み、次の大台となる

6000 円を目標株価としたい。 

 

★リスク要因 

疫病や災害などによる食肉調達難など。 

2282：日足 

 

過熱感のない上昇相場継続中。 

          

価格改定効果などで利益伸長、北海道産ブランドで海外展開拡大へ 

日本ハム〈2282〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -3- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 1,507,607 -2.8% 106,125 101,289 -14.4% 58,181 58.78

2021/3連 1,358,985 -9.9% 84,793 83,061 -18.0% 49,635 50.13

2022/3連 1,470,161 8.2% 120,119 135,100 62.7% 87,509 88.35

2023/3連 1,706,641 16.1% 84,818 95,008 -29.7% 56,483 57.00

2024/3連予 1,760,000 3.1% 82,000 90,000 -5.3% 57,000 57.51

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/8 終値 597.0 円 

目標株価 680 円 

業種 パルプ・紙 

■木質由来のCNFでPFASフリーも実現 

 

山形大学と共同でセルロースナノファイバー（CNF）を主成分

とする、燃料電池用「高分子電解質膜（PEM）」の開発に成功した

と発表している。既存の燃料電池に用いられる PEMは、フッ素を

含む材料で、また石油由来の樹脂製であることから、安全面や環

境面の課題が指摘されていた。今回、開発に成功した PEM は、

燃料電池に求められる高いプロトン伝導性を有しながら、木質由

来の CNF を主成分とし、PFAS（有機フッ素化合物）フリーも実現

した。世界各国の自動車に対する環境規制が強化されるなか、

需要は高まるとみられる。 

 

■昨年9月高値678.2円を意識したトレンド 

 

株価は 3 月に入りリバウンド基調を継続しており、75 日線の抵

抗を突破した後は、一気に 25 日、200 日線を上放れた。週間形

状では1月、2月のリバウンド局面で上値を抑えられた26週線を

突破するなどシグナルが好転しており、昨年9月高値678.2 円を

意識したトレンドが期待されよう。目標株価は、昨年 9 月高値クリ

アを想定し 680 円とする。 

 

★リスク要因 

円安進行によるコスト上昇。 

3861：日足 

 

200 日線を上放れ、直近戻り高値を

突破。 

          

CNFを主成分とする燃料電池用「高分子電解質膜」を開発 

王子ホールディングス〈3861〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -4- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/6単 515 332.8% -81 -81 - -86 -

2021/6単 1,089 111.5% 38 27 - 27 1673.00

2022/6単 1,413 29.8% -54 -79 - -82 -

2023/6連 1,939 - 68 24 - 1 0.09

2024/6連予 15,000 673.6% 120 - - - -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/8 終値 968 円 

目標株価 1200 円 

業種 情報・通信業 

■第2四半期に損益が大幅改善 

 

 顧客企業と課題解決や SDGs に資する AI 製品を共同開発し、

自社 SaaS として他社にも販売。東京大学の複数の研究室と連携

し技術を社会実装可能な形へと昇華させている点、単なるツー

ル提供やコンサルではなく、ビジネスモデルの転換や定量イン

パクトの創出まで一気通貫で支援する点などに特徴・強みを有

する。24年6月期第2四半期（23年10-12月）について、営業利

益は0.55億円と第1四半期の営業損失0.5億円から大幅に損益

改善。AI ソリューション事業の好調な結果に加えてメールカスタ

マーセンター社の連結子会社化で大幅増収となった。 

 

■平均売上単価は増加 

 

先週は株価が急騰。23年11月に急落して開けたマドを埋めて

1100円水準を一時回復している。2月末には25日移動平均線が

75 日線を上抜けるゴールデンクロスを形成しており、両線ともに

上向き基調を継続。同社の平均売上単価は増加しており、大口

顧客数も増加傾向にある。AI ソリューション事業は組織拡大フェ

ーズが継続するなか、 第 3 四半期以降も業績続伸を見込んで

おり、先行きも期待できそうだ。まずは23年11月高値を超える水

準1200 円を目標株価としたい。 

 

★リスク要因 

米長期金利の急上昇、顧客獲得ペースの鈍化など。 

4418：日足 

 

 25 日移動平均線が 75 日線を上回り

ゴールデンクロス形成。25日線は上向

き基調継続。 

          

AIソリューション事業好調、第3四半期以降も業績続伸を見込む 

JDSC〈4418〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -5- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/9連 4,153 21.2% 539 535 200.6% 355 22.58

2021/9連 4,845 16.7% 380 383 -28.4% 224 13.87

2022/9連 5,646 16.5% 462 452 18.0% 321 9.88

2023/9連 6,776 20.0% 708 713 57.7% 509 15.75

2024/9連予 8,316 22.7% 945 945 32.5% 633 19.62

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/8 終値 1410 円 

目標株価 1753 円 

業種 情報・通信業 

■「HENNGE One」の契約企業数が増加 

 

 複数のクラウドサービス ID／パスワード統合と不正アクセス対

策、また、標的型攻撃対策やメール誤送信対策などメールセキ

ュリティ機能を搭載する「HENNGE One」が主力。Microsoft365、

Google Workspace、楽楽精算など 230 以上のサービスに対応し

ており、東証上場企業の約16.8％が利用している（23 年12 月末

時点）。このほか、標的型攻撃メール訓練サービスやメール配信

サービスも手掛ける。24 年9 月期第1 四半期（23 年10-12 月期）

について、営業利益は 3.85 億円（前年同期比 4.1 倍）となった。

販売パートナーとの連携強化や共同イベント、認知度向上を目
的としたイベント等を実施。「HENNGE One」の契約企業数は前

期末から 68 社増加し、2678 社となった。 

 

■通期計画に対する1Q営業利益進捗率は40.7％ 

 

 24年9月期通期では、営業利益を9.45億円（前期比33.5％増）

となる見通し。通期計画に対する第1四半期の進捗率は40.7％と

なっており、今期スタートとしては好調のもよう。引き続き販売パ

ートナーとの共同イベントなどを実施するほか、今後のさらなる

成長のために全社で 50 名超の人材獲得を目指す（23 年9 月期

は 40 名増）。株価は利益確定売りに押される展開だが、業績好

調を背景に、まずは 2 月高値1753 円回復を目標としたい。 

 

★リスク要因 

「HENNGE One」に次ぐ事業の育成など。 

4475：日足 

 

利益確定売り一巡後の上昇に期待。 

          

クラウドのID管理サービスが主力、第1四半期営業利益は前年同期比4.0倍 

HENNGE〈4475〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -6- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/2連I 410,957 -13.4% 24,198 24,642 -55.2% 15,572 72.41

2021/2連I 389,712 -5.2% 27,180 27,172 10.3% 18,927 72.41

2022/2連I 479,082 22.9% 52,860 55,378 103.8% 38,354 146.72

2023/2連I 555,955 16.0% 68,301 71,134 28.5% 51,783 198.07

2024/2連I予 580,000 4.3% 70,000 72,700 2.2% 51,300 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/8 終値 6717 円 

目標株価 7870 円 

業種 電気機器 

■26年2月期の営業利益1000億円を計画 

 

中期経営計画では、メカトロニクスを軸に、工場自動化・最適

化とメカトロニクスの応用を事業領域に設定し、拡大が見込まれ

る自動車の EV・バッテリー、半導体関連、食品・農業といった成

長市場への取り組みを強化することで、26 年 2 月期の営業利益

1000億円以上（23年2月期実績683億円）を計画している。中国

では製造業全般の需要は伸び悩んでいるが、米国では自動車

やオイル・ガス関連などの設備投資や、一般産業分野における

自動化投資が継続。欧州においても EV などの成長市場におい

て設備投資が継続しており、米欧シフトによって景気減速が警戒

されている中国依存からの脱却が期待される。 

 

■昨年6月以来の上場来高値を更新 

 

株価は 2 月安値 5244 円をボトムにリバウンドを継続しており、

200 日線を上放れから 1 月の戻り高値突破後は上昇ピッチを強

め、昨年6月以来の上場来高値を更新した。足もとの信用倍率は

0.69 倍と売り長の需給状況となるなか、今後は売り方の買い戻し

による思惑も高まりそうだ。目標株価は昨年6月高値6859円から

10 月安値4839 円の下落幅（2020 円）をリプレイスした 8879 円が

意識され、半値をリプレイスした水準である 7870 円とする。 

 

★リスク要因 

中国事業の先行き不透明感。 

6506：日足 

 

200 日線を上放れから上昇ピッチ強

まる。 

          

米欧シフトで中国依存からの脱却に期待 

安川電機〈6506〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -7- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 47,141 -11.2% 3,123 2,769 -26.8% 1,944 440.73

2021/3連 44,794 -5.0% 2,957 2,820 1.8% 1,969 446.18

2022/3連 49,272 10.0% 5,050 4,877 72.9% 2,983 675.41

2023/3連 61,001 23.8% 10,906 10,514 115.6% 9,198 2,081.32

2024/3連予 66,000 8.2% 10,500 10,000 -4.9% 7,450 563.65

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/8 終値 6500 円 

目標株価 8400 円 

業種 電気機器 

■「枚葉式」は半導体回路の微細化に対応しやすい 

 

 グループ売上高の約80％が半導体製造装置。半導体製造装

置は、大きく「バッチ式」と「枚葉式」に分類され、「バッチ式」は、

多数のウェーハを同時にまとめて処理する。一方「枚葉式」は、

一枚ずつ処理していく。「バッチ式」はその処理方法から生産性

が高く、メモリのように汎用品を大量に作る場合には有利である。

逆に「枚葉式」はその処理方法からカスタムICのように特定の顧

客の専用品を作る場合に柔軟性があり有利となる。同社洗浄装

置は「枚葉式」で、「枚葉式」では複数の製品について世界トップ

シェアを有する。半導体回路の微細化や高集積化に伴い、高い

洗浄度や安定した処理には「枚葉式」の方が適しており、中長期

的に「枚葉式」のシェアは高まっていく事が見込まれる。 

 

■中長期的に業績拡大基調が続こう 

 

 中長期的に AI、車載、自動運転車市場の拡大などにより半導

体需要は右肩上がりが続くと思われ、同社業績についても拡大

基調が続くと思われる。24 年3 月期予想EPS は 563 円であり、こ

れのPER約15倍となる8400円を目標株価とする。なお、今期期

末配当は 1 株あたり 170 円を予定している。 

 

★リスク要因 

世界景気鈍化による半導体関係の設備投資減少。 

 

6590：日足 

 

長期的な株価トレンドを示す 200 日

線は上昇傾向にある。 

          

「枚葉式」に強みを有す半導体製造装置メーカー 

芝浦メカトロニクス〈6590〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -8- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/9連 19,104 -25.9% -659 -708 - -971 -

2021/9連 20,440 7.0% 1,664 1,371 - 1,072 102.24

2022/9連 24,876 21.7% 3,817 4,302 213.8% 3,320 317.53

2023/9連 28,113 13.0% 4,779 5,022 16.7% 3,384 325.96

2024/9連予 30,100 7.1% 5,200 5,200 3.5% 3,500 337.05

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

3/8 終値 3285 円 

目標株価 5000 円 

業種 電気機器 

■世界第2位、約25％のシェアを有する 

 

 FPD（フラットパネルディスプレー）向けフォトマスクの製造販

売が主力で、同市場においては世界第2位・約25％のシェアを

有する。顧客はFPDメーカーとなり、世界最大のパネル・ディス

プレイ会社BOE Technology Group社（中国）、AU Optronics（台

湾）、Innolux Corporation（台湾）などが該当する。国内では

JDI<6740>やシャープ<6753>が主要顧客となっている。 

 

■来年にかけて顧客の新工場稼働開始が多く予定 

 

 24年9月期第1四半期（23年10-12月）は、売上高が前年同期

比13.9％減の64.47億円、営業利益が同68.0％減の4.42億円と

なった。売上高については計画よりも 8～10 億円少なかった。テ

レビの販売不振などで需給が悪化したことにより、一部製品のパ

ネル価格が下落した。また利益については、棚卸資産評価損を

計上したことが大幅減益の要因となった。今期はスロースタートと

なったが、今年から来年にかけては顧客の新工場稼働開始が多

く予定されており、同社フォトマスクの需要も伸びると考えられ

る。目標株価は今期予想EPS 337 円の PER 約15 倍となる 5000

円とする。 

 

★リスク要因 

世界景気減速による FPD メーカーの設備投資見直しなど。 

 

6677：日足 

 

3300 円レベルで下値固めが進行中。 

          

FPD向けフォトマスクの世界的メーカー 

エスケーエレクトロニクス〈6677〉スタンダード 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 読者の気になる銘柄 

 
 

 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円 

（株） 

マツダ プライム〈7261〉／日米金融イベントを来週に控え戻りの鈍い展開へ 

円 

（株） 

7日に大幅反落。同社の他にも、日

産<7201>や三菱自動車<7211>などの

自動車株が当日の下落率上位となっ

た。為替市場でドル安円高の動きが強

まったことが背景。FRB議長議会証言

を受け、米国の将来の利下げ転換期待

が高まる一方、日本銀行のマイナス金

利政策は 3 月にも解除されるとの観

測が強まり、先行きの金利差縮小が意

識される状況となったようだ。 

先週初に 150 円台であったドル・

円相場だが、先週末には一段安で一時

146円台にまで下落している。円高デ

メリットの大きい自動車株、中でも影

響が大きいとされている同社は、今週

初も売り先行の展開が想定されよう。

来週にはドル・円相場を大きく左右す

る日銀金融政策決定会合、米FOMCを

控える中、今週は売り先行後も戻りの

鈍い展開が見込まれる。リバウンド狙

いに関しても、両イベント後の為替の

落ち着きを待ちたい。 

北洋銀行 プライム〈8524〉／北海道地盤が強みで地銀株の中では選好されやすい 

先週は大幅高。上昇が目立った銀行

セクターの中でも、時価総額 1000 億

円以上の銘柄では上昇率トップに。3

月18-19日に予定されている日銀金融

政策決定会合において、一部出席者が

マイナス金利政策の解除が妥当だと

意見表明する見通しであることが分

かったと報じられ、金融株の買い材料

につながった。会合直前の 15 日には

連合が春闘での賃上げ率について第1

回目の回答集計結果を発表する予定

でもあり、結果次第では、3月会合に

おけるマイナス金利解除の可能性が

急速に高まっている状況だ。 

同社は北海道に地盤を置く地銀で

あり、ラピダス半導体工場をはじめ豊

富なビックプロジェクトが今後の資

金需要につながっていくとの期待が

高い。地銀株の中でも選好されやすい

だろう。なお、3月のマイナス金利解

除が見送られても、4月実施の公算は

大きく、反動安余地も限定的だろう。 

読者の気になる
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セントラル警備保障  プライム〈9740〉 

週足ベースの一目均衡表。昨年12月

1 週安値 2411 円と同月 3 週安値 2409

円の2点底で下値を固める形となった。

三役逆転下の弱気形状にありながら今

年2月1週に転換線が上昇を開始。遅

行線の応当日株価は今週から下降局面

に入るため、弱気シグナルの急速な縮

小で売り手優勢の度合いが薄れていき

そうだ。雲下限は今週から12週連続で

2718.5円と横ばいで推移し、雲下限突

破による三役逆転の返上とその後の地

合い改善が予想される。 

東レ  プライム〈3402〉 

日足ベースのローソク足。先週は3月

7日に3本連続陽線を描き、高値と安値

も切り上げながら続伸して赤三兵を示

現するとともに、5日移動平均線が上昇

を開始。週末8日は大陽線で再び赤三兵

を描き、25 日線を突破して地合いの改

善を印象付けた。2 月 26 日の戻り高値

を先週末終値が上回っており、2月に急

落する直前の高値752円（2月2日）を

超えて値戻しを進める展開が期待でき

よう。 

今週のテクニカ

-5 -25 -75  -200 

基準線  転換線  先行スパンA 先行スパンB 遅行スパン 
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コード 銘柄 市場
3/8
株価
（円）

概要

2767 円谷フィールズHD プライム 1488 「ウルトラマン」など有力IPを保有。米国・アジア展開強化。

3635 コーエーテクモHD プライム 1770.5 IP事業部を立ち上げ、許諾や協業の営業展開を行う。オフィシャル店舗展開も。

3661 エムアップHD プライム 1093 Vチューバ―グループのオリジナルIPプロジェクトを展開。

3791 IGポート スタンダード 5730 「進撃の巨人」など有力IPのアニメ制作を手掛ける。

4286 CLHD スタンダード 1026 「ハリーポッター」などキャラクターカフェ展開で実績。

4644 イマジニア スタンダード 1005 キャラクターIPを活かした商品化やキャンペーンを提案。

4661 オリエンタルランド プライム 5020 米ディズニーキャラクターは世界的IPビジネスの中核。

4816 東映アニメーション スタンダード 14540 IPを戦略の軸に据えたグローバル事業展開を推進。

5253 カバー グロース 2388 Vtuberを主軸としたキャラクターIPビジネスを推進。

6238 フリュー プライム 1184 プリントシール機、クレーンゲームで有力IPを積極活用。

6758 ソニーグループ プライム 12970 IPコンテンツホルダーのアニプレックスが子会社。

7552 ハピネット プライム 3220 キャラクタービジネスを展開するブロッコリーを子会社化。

7803 ブシロード グロース 370 オリジナルIP創出目的のブロードワークスを昨夏設立。

7809 壽屋 スタンダード 1720 テレビ朝日とオリジナルIP・コンテンツを共同開発。

7832 バンダイナムコHD プライム 2896.5 「ドラゴンボール」「ワンピース」など有力IPを多数保有。

7867 タカラトミー プライム 2726 オリジナルIPとして「ゾイド」などを展開。

7974 任天堂 プライム 8231 京都の任天堂ミュージアムが3月完成予定。USJ新施設も。

8136 サンリオ プライム 8482 24年3月期業績予想を上方修正。ハローキティ50周年で記念配当を実施予定。

9166 GENDA グロース 3800 23年11月に映画配給のギャガを子会社化し、IP事業を強化。

9468 KADOKAWA プライム 2813 アニメ、書籍、映画などでIPビジネスを展開

9684 スクウェア・エニックス・HD プライム 5844 子会社のタイトーがキャラクターグッズを製造販売。

9766 コナミグループ プライム 9920 有名IPを多数保有し、グループ内シナジーによるIPの多面化を推進。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 

テーマ別分析 

テーマ別分析：IP・キャラクタービジネス関連に期待 

■人気キャラクターのほかマンガやゲームの版権なども IP として注目 

 

2月14日、サンリオ<8136>が2024年3月期業績予想の上方修正を発表。キャラクタービジネスが好調に推移したことから、営

業利益は10期ぶりの最高益更新を見込むとしたほか、今期末に1株につき3株の割合で株式分割を実施すると発表。また、「ハロ

ーキティ50周年」記念配当実施を含め大幅な増配を発表したことで株価は上昇、1990年7月の最高値9040円が意識されてきた。

また、「マリオ」や「ポケモン」などの人気IPを有する任天堂<7974>は、京都で建設中の「ニンテンドーミュージアム」が今月末

にも完成予定。さらに、今春にはユニバーサル・スタジオ・ジャパンで「スーパー・ニンテンドー・ワールド」がパワーアップし、

任天堂の人気キャラクター「ドンキーコング」が登場する新エリアもオープンする見込みだ。 

こうした人気キャラクターのほか、マンガ、ゲームなどの版権、最近ではVチューバ―などがIP(知的財産)として注目され、雑

誌、映像コンテンツ、企業の販促ツールとしてビジネス化されている。IP・キャラクタービジネスを強化している企業は多く、テ

ーマ人気が膨らむ期待がある。 

テーマ別分析 

■主な「IP・キャラクタービジネス」関連銘柄 

 

出所：フィスコ作成 
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■増配余地の残るプライム銘柄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

カテゴリー考察 
スクリーニング分析 

増配プレッシャーのかかる低配当性向の銘柄群 

■3 月末接近で増配インパクトは強まりやすい 

 

3 月末配当権利取り最終日が接近しつつあるなか、目先的に増配アナウンスなどのインパクトは高まりやすくなってこよう。各

社で株主還元策充実の流れが強まっている中、株主総会が接近していることで、企業サイドでもこうしたアクションを積極化させ

たい局面と言える。とりわけ、低PBR・低ROE で配当性向の低い銘柄などには、増配へのプレッシャーが強まっていくものと考え

られる。配当性向引き上げに伴う増配を期待したい。 

 

スクリーニング要件としては、①プライム市場上場、②配当性向が20％未満、③PBRが1倍未満、④予想ROEが7％未満 

スクリーニング

出所：フィスコアプリより作成 

 

コード 銘柄 市場
3/8株価

（円）
時価総額
（億円）

配当性向
（％）

PBR
（倍）

ROE
（％）

予想
1株利益

（円）

3864 三菱製紙 プライム 569.0 254.6 5.5 0.34 5.28 91.44

7102 日本車両製造 プライム 2,485.0 364.7 7.6 0.68 6.98 263.32

7173 東京きらぼしFG プライム 5,030.0 1,541.7 16.5 0.51 6.92 786.34

8037 カメイ プライム 2,044.0 768.4 16.1 0.47 6.36 273.81

8129 東邦HD プライム 3,356.0 2,626.7 17.8 0.88 5.71 224.75

8218 コメリ プライム 3,430.0 1,866.2 18.3 0.75 5.71 283.81

8233 高島屋 プライム 2,241.0 3,983.6 17.9 0.86 6.86 190.19

8242 H2Oリテイリング プライム 1,769.0 2,214.8 17.9 0.81 6.83 156.22

8337 千葉興業銀行 プライム 1,087.0 676.4 4.8 0.54 3.99 103.38

8338 つくば銀行 プライム 331.0 273.3 12.5 0.42 3.51 40.00

8600 トモニHD プライム 438.0 839.8 15.2 0.28 4.85 72.38

9081 神奈川中央交通 プライム 3,070.0 386.8 16.1 0.78 5.99 247.73

9310 日本トランスシティ プライム 637.0 427.7 16.7 0.52 5.72 71.90

9401 TBSHD プライム 4,058.0 6,963.2 19.9 0.86 4.47 220.65
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■目線は来期へ、25 年3 期を見据える 

三菱UFJモルガン・スタンレー証券は、アナリストの業績予想動向を示すリビジョン・インデックス（QUICK 算出のコンセンサ

スDI）について改善の勢いが一服していると指摘。市場の目線は来年度に移る時期を迎えており、企業業績の見通しに関して今期

（24/3期）よりも来期（25/3期）が意識されるとして、25年3月期純利益予想が23年末時点の同予想から3％超切り上がった銘

柄をまとめている。こうした銘柄は、業績の先行きに対する見方が良化していると考えられると注目している。 

コード 銘柄略称

24/3期
純利益
予想の
比較(※)

25/3期
純利益
予想の
比較(※)

コード 銘柄略称

24/3期
純利益
予想の
比較(※)

25/3期
純利益
予想の
比較(※)

1944 きんでん 5.4% 6.3% 6417 SANKYO 9.8% 11.1%
1969 高砂熱 20.7% 20.3% 6504 富士電機 3.4% 3.1%
1973 NESIC 0.0% 7.7% 6701 NEC 0.1% 4.6%
1979 大気社 12.5% 3.9% 6702 富士通 -7.7% 5.3%
2002 日清粉G 7.6% 5.1% 6762 TDK 5.5% 5.4%
2146 UT GROUP -0.2% 25.0% 6800 ヨコオ 25.5% 7.2%
2270 雪印メグ 18.4% 16.0% 6810 マクセル 2.6% 5.0%
2282 日本ハム 2.1% 6.1% 6995 東海理化 6.4% 7.8%
2607 不二製油 -18.7% 3.6% 7004 日立造 5.3% 12.1%
2768 双日 1.5% 3.4% 7011 三菱重 -0.6% 3.8%
2875 東洋水産 5.5% 5.7% 7203 トヨタ 7.2% 6.5%
2980 SREHD 3.6% 7.1% 7282 豊田合 13.5% 12.4%
3099 三越伊勢丹 7.8% 7.8% 7459 メディパル 2.1% 3.5%
3110 日東紡 7.4% 4.6% 7735 スクリン 4.1% 10.0%
4182 三菱ガス 2.7% 12.1% 7966 リンテック 1.3% 3.3%
4373 シンプレクスH -2.2% 3.1% 7974 任天堂 0.5% 11.9%
4516 日本新薬 5.0% 3.3% 8031 三井物 2.3% 3.6%
4527 ロート 2.3% 3.9% 8035 東エレク 7.9% 9.2%
4536 参天薬 12.0% 13.1% 8053 住友商 1.9% 3.4%
4540 ツムラ 6.1% 5.1% 8058 三菱商 1.2% 3.1%
4553 東和薬品 42.5% 23.2% 8136 サンリオ 13.8% 22.2%
4568 第一三共 14.7% 6.3% 8242 H2Oリテイル 33.2% 13.3%
4661 OLC 4.0% 3.5% 8604 野村HD 7.4% 8.2%
4733 OBC 3.8% 5.1% 8630 SOMPOHD 3.7% 4.1%
4887 サワイGHD 31.5% 4.6% 9020 JR東日本 14.8% 13.8%
5334 特殊陶 2.7% 3.5% 9021 JR西日本 2.7% 11.5%
5401 日本製鉄 5.2% 3.6% 9022 JR東海 6.0% 5.9%
5440 共英製鋼 7.1% 3.6% 9024 西武HD 7.1% 4.6%
5471 大特鋼 1.2% 6.0% 9044 南海電 14.4% 6.1%
5741 UACJ -7.4% 6.8% 9045 京阪HD 10.1% 6.4%
5802 住友電 6.2% 4.7% 9202 ANA 18.6% 9.9%
5803 フジクラ 4.2% 6.3% 9401 TBSHD 1.3% 17.1%
6098 リクルートHD 7.8% 5.5% 9508 九州電 8.3% 13.4%
6146 ディスコ 3.4% 13.3% 9519 レノバ -15.4% 54.4%
6178 日本郵政 -0.7% 5.9% 9697 カプコン -0.4% 3.3%
6238 フリュー 9.5% 9.2% 9744 メイテックGHD 6.4% 5.6%
6368 オルガノ 12.9% 11.0% 9766 コナミG 2.5% 4.4%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 
先週の話題レポート 

25 年 3 月期業績が好展望と考えられる銘柄をチェック 

先週の話題レポ

ート 

「業績の先行きに対する見方が良化していると考えられる 3 月決算銘柄の例」（三菱UFJ モルガン・スタンレー証券） 

 

出所：QUICK Workstationのデータをもとに三菱UFJモルガン・スタンレー証券作成、予想はQUICKコンセンサス（アナリスト予想が3社以上、

24/2/22時点）、TOPIX1000採用の3月決算企業のうち25/3期純利益予想が3%を超えて切り上がった銘柄の例。 

（※）24/3期・25/3期純利益予想の比較は24/2/22時点の同予想利益と23/12/29時点の同予想との比較であり、増益率ではない 
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3月1日時点の2市場信用残高は、買い残高が948億円増の

4兆999億円、売り残高が1130億円減の9484億円。買い残高

が2週連続で増加、売り残高は5週間ぶりの減少となった。ま

た、買い方の評価損益率は-4.77％から-3.60％、売り方の評価

損益率は+1.84％から-1.29％に。なお、信用倍率は 3.77 倍か

ら4.32倍。 

この週（2 月 26 日－3 月 1 日）の日経平均は前週末終値比

812.14円高の39910.82円。週初は、値がさ半導体株の上昇一

服や、2 月 22 日の日経平均の史上最高値更新によって達成感

なども意識されて、上値の重い展開となった。一方、幕間つな

ぎ的な出遅れ物色が、向かったことから中小型株は売買活況。

投資家のモメンタムは良好なままで、2月決算企業や8月決算

企業の配当に絡んだ売買やTOPIX、MSCIのリバランスなどの売

買をこなした週末、東京市場は雰囲気が一変した。3月1日、

ナスダック指数が史上最高値を更新したことや、フィラデルフ

ィア半導体指数（SOX指数）が大幅高となったことなどから、

値がさ半導体株の大幅高に、先物・オプション市場で指数に絡

んだ買いが入ったとの観測も加わり、日経平均は大幅高。40000

円の大台に迫る場面が見られた。 

個別では、フリー<4478>の信用倍率が前週の19.61倍から一

気に取り組みに厚みを増した。法人向け会計ソフトの実質値上

げの発表に加えて、出遅れ感の強い中小型株にも運用リスクを

取りに行く動きが広がるなかでリバウンド基調を強めており、

売り買いともに積み上がった。明和産<8103>の信用倍率は0.74

倍と、前週の 3.46 倍から売り長の需給状況になった。507 万

8000株の売出、76万1000株のオーバーアロットメントによる

売出の発表を受けて、引き受けのためのヘッジ対応の動きのほ

か、需給悪化を手掛かりとした新規売りが積み上がったとみら

れる。 

0
500,000

1,000,000
1,500,000
2,000,000
2,500,000
3,000,000
3,500,000
4,000,000
4,500,000

1
1/

2
4

12
/
8

1
2/

2
2

1/
1
2

1/
2
6

2
/
9

2/
2
2

2.8
3.2
3.6
4.0
4.4
4.8
5.2
5.6

1
1
/
24

1
2
/8

1
2
/
22

1
/
12

1
/
26

2
/9

2
/
22

コード 市場 銘柄
3/8終値

（円）
信用買残
（3/1：株）

信用売残
（3/1：株）

信用倍率
（3/1：倍）

信用買残
（2/22：株）

信用売残
（2/22：株）

信用倍率
（2/22：倍）

4478 東証グロース フリー 3,440.0 365,700 353,800 1.03 857,000 43,700 19.61

8103 東証プライム 明和産 659.0 3,300,700 4,477,100 0.74 196,800 56,800 3.46

9052 東証プライム 山陽電 2,147.0 42,000 506,400 0.08 97,500 268,300 0.36

6282 東証プライム オイレス工 2,248.0 60,900 476,700 0.13 70,400 125,200 0.56

8160 東証プライム 木曽路 2,669.0 43,000 938,900 0.05 84,100 439,400 0.19

2664 東証プライム カワチ薬品 2,778.0 83,100 1,122,000 0.07 198,300 831,500 0.24

3861 東証プライム 王子ＨＤ 597.0 3,198,200 2,014,300 1.59 2,959,800 617,200 4.80

6506 東証プライム 安川電 6,717.0 269,800 388,300 0.69 513,600 247,600 2.07

1301 東証プライム 極洋 3,700.0 210,900 885,500 0.24 838,100 1,262,800 0.66

8276 東証プライム 平和堂 2,027.0 110,800 930,600 0.12 173,700 582,700 0.30

9069 東証プライム センコーＧＨＤ 1,107.0 533,000 2,894,900 0.18 590,800 1,335,800 0.44

6406 東証プライム フジテック 3,718.0 26,000 355,900 0.07 20,900 124,600 0.17

7421 東証プライム カッパ・クリエ 1,628.0 73,800 1,232,400 0.06 93,800 691,300 0.14

3397 東証プライム トリドールＨＤ 4,125.0 415,500 487,200 0.85 333,000 173,400 1.92

9107 東証プライム 川崎船 6,870.0 2,057,100 7,667,700 0.27 2,991,300 5,722,000 0.52

  

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察-信用需給動向 
Market Data 

市場活況のなかさらに信用買い残は積みあがる 

取組みが改善した銘柄 

信用倍率（倍） 

信用残高 金額ベース 単位：百万円 

信用需給動向 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 連載コラム 

 

 

 

 

       

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム：メキシコペソに売り圧力 

メキシコの引き締め的な金融政策で、ペソの底堅さが顕著

になっています。ただ、3 カ月後に同国大統領選・議会選を控

え、今後の売り圧力として警戒感が浮上。一方、隣国アメリカ

の大統領選もリラ売り要因として意識せざるを得ず、国内外の

政治情勢が注目されます。 

 

 ドル・メキシコペソは今年に入り 17 ペソを挟んでもみ合いが

続き、同じ新興国の南アランドや中国人民元と比べても安定

的な値動きが目を引きます。昨年10月に18.30リラ台まで下落

後、年末にかけて持ち直しました。メキシコ中銀は引き締め的

な政策姿勢を堅持しており、政策金利からインフレ率を差し引

いた実質金利のプラス幅が拡大。投資妙味が増していること

がペソを支える要因とみられます。 

 

 メキシコ中銀による 2021 年6 月の 4.00％から 4.25％への利

上げを皮切りに、15 会合にわたる歴史的な引き締めサイクル

で政策金利は 23 年 3 月には 11.25％に。消費者物価指数

（CPI）は 2022 年の秋口に 8.7％まで上昇しましたが、それをピ

ークにインフレは沈静化に向かいます。同中銀は23年5月か

ら今年2月まで政策を維持していますが、CPIは小幅ながら再

上昇し、手綱を緩めることはできません。 

 

 主要国は利下げに慎重ですが、メキシコも同様です。ロドリ

ゲス総裁は最近公表した四半期報告書に関連し、目先の調整

の可能性に言及したものの、その余地は緩やかとの見方を示

しています。特にサービス部門のインフレが最も懸念されて

おり、時期尚早の利下げは大きな過ちになると指摘。中銀内

でのインフレに関する見方は一致しているもようで、中銀の政

策がペソの底堅さを支える公算です。 

 

 ただ、同国の政治情勢はペソ売りの材料になりかねませ

ん。6 月の大統領選・議会選に向け、今月から選挙戦に突入。

女性候補どうしの一騎打ちが大きくクローズアップされる大統

領選は、ロペスオブラドール大統領の腹心のシェインバウム

前メキシコ市長が支持率でリードしています。このままいけ

ば、与党の国家再生運動（MORENA）は左派寄りの政策を踏

襲する方針で、ペソは積極的に買いづらいでしょう。 

 

 米大統領選も気がかりです。バイデン政権発足後にメキシコ

からアメリカへの不法越境者が急増しており、移民政策は大

きな争点の 1 つ。実際、バイデン氏と共和党の有力候補、トラ

ンプ前大統領は先月末、南部テキサス州の国境沿いを視察し

ています。トランプ氏は 2016 年の大統領選からテキサス州の

「国境の壁」建設を看板政策としており、メキシコへの厳しい対

応は 8 年前のペソ急落を想起させます。 

 

※あくまでも筆者の個人的な見解であり、弊社の見解を代表

するものではありません。 

 

連載コラム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 経済カレンダー - 1 

Market Data 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済カレンダー 

3月11日～3月17日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

3月11日 月 08:50 GDP改定値(10-12月)

08:50 マネーストック(2月)

15:00 工作機械受注(2月)

15:00 環境省などによる「ESG金融ハイレベル・パネル」

17:00 ブ・FIPE消費者物価指数(先週)

20:25 ブ・週次景気動向調査

27:00 ブ・貿易収支(先週)

中・資金調達総額(2月、15日までに)

中・マネーサプライ(2月、15日までに)

中・元建て新規貸出残高(2月、15日までに)

米・2025会計年度(24年10月-25年9月)予算教書公表

米・緊急貸出制度「バンク・ターム・ファンディング・プログラム(BTFP)」終了

欧・ユーロ圏財務相会合

中・全国人民代表大会(全人代、国会に相当)が閉幕

米・3年債入札

3月12日 火 08:50 景況判断BSI大企業製造業(1-3月)

08:50 景況判断BSI大企業全産業(1-3月)

08:50 国内企業物価指数(2月)

16:00 独・CPI(2月)

16:00 英・失業率(2月)

21:00 印・鉱工業生産(1月)

21:00 印・消費者物価指数(2月)

21:00 ブ・拡大消費者物価指数(IPCA)(2月)

21:30 米・消費者物価コア指数(2月)

27:00 米・財政収支(2月)

米・大統領選の民主・共和両党予備選(ジョージア州、ミシシッピ州、ワシントン州など)、共和党ハワイ州党員集会

欧・欧州連合(欧)財務相理事会

石油輸出国機構(OPEC)月報

米・10年債入札

独・2年債入札

3月13日 水 16:00 英・鉱工業生産指数(1月)

16:00 英・商品貿易収支(1月)

19:00 欧・ユーロ圏鉱工業生産指数(1月)

春闘集中回答日

印・輸出(2月、15日までに)

印・輸入(2月、15日までに)

印・貿易収支(2月、15日までに)

米・30年債入札

英・10年債入札

独・10年債入札

伊・3年債、7年債入札
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Ｍａｒｋｅｔ展望 経済カレンダー - 2 

Market Data 
 

 

 

 

 

 

 

 

3月11日～3月17日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

3月14日 木 08:50 対外・対内証券投資(先週)

15:30 印・卸売物価指数(2月)

21:00 ブ・小売売上高(1月)

21:30 米・小売売上高(2月)

21:30 米・生産者物価コア指数(2月)

21:30 米・新規失業保険申請件数(先週)

23:00 米・企業在庫(1月)

米韓合同軍事演習最終日

タイ・セター首相がフランス・ドイツ訪問最終日

3月15日 金 10:10 国債買い入れオペ(残存1-3年、残存3-5年、残存5-10年、残存25年超)(日本銀行)

10:20 中・1年物中期貸出ファシリティ金利

10:30 中・新築住宅価格(2月)

10:30 中・中古住宅価格(2月)

13:30 第3次産業活動指数(1月)

21:00 ブ・IBGEサービス部門売上高 (1月)

21:30 米・ニューヨーク連銀製造業景気指数(3月)

21:30 米・輸入物価指数(2月)

22:15 米・設備稼働率(2月)

22:15 米・鉱工業生産指数(2月)

23:00 米・ミシガン大学消費者信頼感指数速報(3月)

春闘第1回回答集計結果公表

米・バイデン大統領がアイルランド首相と会談

露・大統領選挙(17日まで)

3月17日 日 自民党大会

露・大統領選挙最終日
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日米主要経済指標のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■（日）10-12 月期国内総生産（GDP）改定値 

11 日（月）午前8 時50 分発表予定 

 

（予想は、前期比年率＋1.0％） 速報値はマイナス成長だったが、10-12 月期法人企業統計で国内企業の設備投資は予想以上

に堅調だったことからプラス成長に上方改定される見込み。ただし、個人消費は改定値でもさえない状態が続くとみられる。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■（米）2 月消費者物価コア指数 

12 日（火）午後9 時30 分発表予定 

 

（予想は、前年比＋3.7％） 1 月は中古車価格の下落や衣料品価格が小幅な上昇にとどまったが、一部サービス価格は上昇し

ておりコア指数の上昇率は鈍化しなかった。サービス価格は下げ渋っており、この状況は2月も変わらないため、コア指数の上

昇率は1月実績に近い水準となる見込み。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■（米）2 月小売売上高 

14 日（木）午後9 時30 分発表予定 

 

（予想は、前月比＋0.8％） 参考となる1月実績は前月比－0.8％で市場予想を下回った。自動車・同部品の売上高が減少した

ことが要因。2月については自動車・同部品の売上げは反動増が予想されており、1月に減少したオンライン販売は多少持ち直

すと期待されていることから、前月比プラスとなる見込み。 

 

------------------------------------------------------------------- 

■（米）2 月鉱工業生産 

15 日（金）午後10 時15 分発表予定 

 

（予想は、前月比0.0％） 参考となる1月実績は小幅低下。2月については電子機器などの生産が順調であること、非耐久財

の生産がやや持ち直すと予想されており、全体的には若干のプラスとなる可能性もある。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

日米主要経済指標のポイント
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Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 コード 銘柄 上場部名 時刻 日付 コード 銘柄 上場部名 時刻

3月11日 1436 フィット グロース － 3月14日 3038 神戸物産 プライム －

1844 大盛工業 スタンダード － 3071 ストリーム スタンダード －

2301 学情 プライム － 3159 丸善ＣＨＩホールディングス スタンダード －

2438 アスカネット グロース － 3246 コーセーアールイー スタンダード －

2929 ファーマフーズ プライム － 3418 バルニバービ グロース －

3070 アマガサ グロース － 3441 山王 スタンダード －

3491 ＧＡ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ グロース － 3458 シーアールイー プライム －

3988 ＳＹＳホールディングス スタンダード － 3475 グッドコムアセット プライム －

4824 メディアシーク グロース － 3480 ジェイ・エス・ビー プライム －

4880 セルソース プライム － 3665 エニグモ プライム －

7682 浜木綿 スタンダード － 3856 Ａｂａｌａｎｃｅ スタンダード －

7856 萩原工業 プライム － 3931 バリューゴルフ グロース －

7983 ミロク スタンダード － 3955 イムラ スタンダード －

8142 トーホー プライム － 3974 ＳＣＡＴ スタンダード －

9166 ＧＥＮＤＡ グロース － 3976 シャノン グロース －

9262 シルバーライフ スタンダード － 4075 ブレインズテクノロジー グロース －

3月12日 2294 柿安本店 プライム － 4194 ビジョナル プライム －

2375 ギグワークス スタンダード － 4287 ジャストプランニング スタンダード －

2695 くら寿司 プライム － 4378 ＣＩＮＣ グロース －

3057 ゼットン 名証ネクスト － 4666 パーク２４ プライム －

3657 ポールトゥウィンホールディングス プライム － 4934 プレミアアンチエイジング グロース －

3770 ザッパラス スタンダード － 4936 アクシージア プライム －

4026 神島化学工業 スタンダード － 5032 ＡＮＹＣＯＬＯＲ プライム －

5572 Ｒｉｄｇｅ－ｉ グロース － 5131 リンカーズ グロース －

6535 アイモバイル プライム － 5132 ｐｌｕｓｚｅｒｏ グロース －

6654 不二電機工業 スタンダード － 5134 ＰＯＰＥＲ グロース －

6966 三井ハイテック プライム － 6037 ファーストロジック スタンダード －

7131 のむら産業 スタンダード － 6184 鎌倉新書 プライム －

7678 あさくま スタンダード － 6309 巴工業 プライム －

7831 ウイルコホールディングス スタンダード － 6619 ダブル・スコープ プライム －

9236 ジャパンＭ＆Ａソリューション グロース － 6630 ヤーマン プライム －

9637 オーエス スタンダード － 7033 マネジメントソリューションズ プライム －

3月13日 2751 テンポスホールディングス スタンダード － 7095 Ｍａｃｂｅｅ　Ｐｌａｎｅｔ グロース －

2776 新都ホールディングス スタンダード － 7614 オーエムツーネットワーク スタンダード －

3161 アゼアス スタンダード － 7640 トップカルチャー スタンダード －

3361 トーエル スタンダード － 7674 ＮＡＴＴＹ　ＳＷＡＮＫＹホールディングス グロース －

3539 ＪＭホールディングス プライム － 7850 総合商研 スタンダード －

3921 ネオジャパン プライム － 8079 正栄食品工業 プライム －

4384 ラクスル プライム － 9237 笑美面 グロース －

4599 ステムリム グロース － 9240 デリバリーコンサルティング グロース －

5031 モイ グロース － 9565 ＧＬＯＥ グロース －

5889 Ｊａｐａｎ　Ｅｙｅｗｅａｒ　Ｈｏｌｄｉｎｇｓ スタンダード － 9632 スバル興業 スタンダード －

6091 ウエスコホールディングス スタンダード － 3月15日 1383 ベルグアース スタンダード －

6225 エコム 名証メイン － 1840 土屋ホールディングス スタンダード －

6387 サムコ プライム － 2217 モロゾフ プライム －

6577 ベストワンドットコム グロース － 2315 ＣＡＩＣＡ　ＤＩＧＩＴＡＬ スタンダード －

6696 トラース・オン・プロダクト グロース － 2373 ケア２１ スタンダード －

6776 アルチザネットワークス スタンダード － 2424 ブラス スタンダード －

7097 さくらさくプラス グロース － 2678 アスクル プライム －

7126 グローバルスタイル スタンダード － 2978 ツクルバ グロース －

7623 サンオータス スタンダード － 2983 アールプランナー グロース －

7777 スリー・ディー・マトリックス グロース － 2997 ストレージ王 グロース －

9163 ナレルグループ グロース － 3121 マーチャント・バンカーズ スタンダード －

9254 ラバブルマーケティンググループ グロース － 3134 Ｈａｍｅｅ スタンダード －

3月14日 1444 ニッソウ グロース － 3169 ミサワ スタンダード －

1758 太洋基礎工業 スタンダード － 3195 ジェネレーションパス グロース －

2163 アルトナー プライム － 3320 クロスプラス スタンダード －

2198 アイ・ケイ・ケイホールディングス プライム － 3399 丸千代山岡家 スタンダード －

2345 クシム スタンダード － 3421 稲葉製作所 スタンダード －

2923 サトウ食品 スタンダード － 3444 菊池製作所 スタンダード －

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 

決算カレンダー 
Market Data 

 

決算カレンダー 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 コード 銘柄 上場部名 時刻

3月15日 3565 アセンテック スタンダード －

3653 モルフォ グロース －

3930 はてな グロース －

3995 ＳＫＩＹＡＫＩ グロース －

4014 カラダノート グロース －

4174 アピリッツ スタンダード －

4175 ｃｏｌｙ グロース －

4267 ライトワークス グロース －

4369 トリケミカル研究所 プライム －

4422 ＶＡＬＵＥＮＥＸ グロース －

4431 スマレジ グロース －

4446 Ｌｉｎｋ－Ｕ プライム －

4813 ＡＣＣＥＳＳ プライム －

5075 アップコン 名証ネクスト －

5079 ノバック スタンダード －

5971 共和工業所 スタンダード －

6336 石井表記 スタンダード －

6757 ＯＳＧコーポレーション スタンダード －

6898 トミタ電機 スタンダード －

7034 プロレド・パートナーズ プライム －

7050 フロンティアインターナショナル グロース －

7073 ジェイック グロース －

7110 クラシコム グロース －

7378 アシロ グロース －

7379 サーキュレーション グロース －

7683 ダブルエー グロース －

7692 アースインフィニティ スタンダード －

7810 クロスフォー スタンダード －

7827 オービス スタンダード －

7878 光・彩 スタンダード －

8013 ナイガイ スタンダード －

8077 トルク スタンダード －

8894 ＲＥＶＯＬＵＴＩＯＮ スタンダード －

8925 アルデプロ スタンダード －

8927 明豊エンタープライズ スタンダード －

9235 売れるネット広告社 グロース －

9251 ＡＢ＆Ｃｏｍｐａｎｙ グロース －

9279 ギフトホールディングス プライム －

9425 ＲｅＹｕｕ　Ｊａｐａｎ スタンダード －

9556 ＩＮＴＬＯＯＰ グロース －

9603 エイチ・アイ・エス プライム －

9636 きんえい スタンダード －

9743 丹青社 プライム －

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 

決算カレンダー 
Market Data 
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週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

3月4日 モルガン 4004 レゾナックHD OVERWEIGHT新規 4200

4043 トクヤマ OVERWEIGHT新規 3000

4182 菱瓦斯化 OVERWEIGHT新規 2900

4202 ダイセル OVERWEIGHT新規 2000

4206 アイカ工 EQUALWEIGHT→OVERWEIGHT格上げ 3700→4400

野村 3226 アコモＦ NEUTRAL→BUY格上げ 681000→662000

4751 サイバー NEUTRAL→BUY格上げ 1000→1350

3月5日 ＳＭＢＣ日興 1803 清水建 2→1格上げ 　1050→1000

ゴールドマン 3391 ツルハＨＤ 中立→買い格上げ 10600→13000

シティ 6481 ＴＨＫ 3→2格上げ 　3000→3600

みずほ 5411 ＪＦＥ 中立→買い格上げ 　2250→3020

モルガン 2229 カルビー OVERWEIGHT新規 3600

2264 森永乳 OVERWEIGHT新規 3700

2871 ニチレイ OVERWEIGHT新規 4200

2875 東洋水産 OVERWEIGHT新規 10000

大和 4452 花王 3→2格上げ 　5590→6570

6301 コマツ 3→2格上げ 　3800→5500

3月6日 ＪＰモルガン 6923 スタンレー電 NEUTRAL→OVERWEIGHT格上げ 2600→3300

ＳＭＢＣ日興 2579 コカBJH 2→1格上げ 1800→2600

いちよし 4820 ＥＭシステムズ A新規 1300

モルガン 4343 イオンファン OVERWEIGHT新規 5200

4348 インフォコム OVERWEIGHT新規 6260

4680 ラウンドワン OVERWEIGHT新規 1490

5032 ＡＮＹＣＯＬＯＲ OVERWEIGHT新規 11900

5101 浜ゴム OVERWEIGHT新規 5000

5110 住友ゴム OVERWEIGHT新規 2300

7282 豊田合 OVERWEIGHT新規 4000

7313 ＴＳテック OVERWEIGHT新規 2500

7988 ニフコ OVERWEIGHT新規 4600

大和 4091 日本酸素HD 3→2格上げ 3800→5000

3月7日 ＵＢＳ 4528 小野薬 SELL→NEUTRAL格上げ 2400→2500

シティ 7751 キヤノン 2→1格上げ 3800→5000

モルガン 6481 ＴＨＫ EQUALWEIGHT→OVERWEIGHT格上げ 3200→4100

6701 ＮＥＣ EQUALWEIGHT→OVERWEIGHT格上げ 9200→12200

6810 マクセル OVERWEIGHT新規 1900

6958 ＣＭＫ OVERWEIGHT新規 800

大和 5310 東洋炭素 3→2格上げ 4500→8600

東海東京 6481 ＴＨＫ NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 3000→3980

野村 7012 川崎重 NEUTRAL→BUY格上げ 3500→5000

3月8日 ＪＰモルガン 3402 東レ OVERWEIGHT新規 850

いちよし 3632 グリー B→A格上げ 670→620

みずほ 7071 アンビス 中立→買い格上げ 2900→3000

モルガン 1802 大林組 EQUALWEIGHT→OVERWEIGHT格上げ 1250→2200

3279 ＡＰＩ OVERWEIGHT新規 442000

3466 ラサールロジ OVERWEIGHT新規 172000

8961 森トラストRE OVERWEIGHT新規 83000

8963 ＩＮＶ OVERWEIGHT新規 75000

8972 ケネディオフィ OVERWEIGHT新規 173000

8976 大和オフィス OVERWEIGHT新規 721000

8986 大和リビン OVERWEIGHT新規 124000

大和 8725 ＭＳ＆ＡＤ 2→1格上げ 6100→9500

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格上げ・買い推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

格上げ・買い推奨 

レーティング

レーティング 

格上げ・買い推奨 
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週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

3月4日 ＳＭＢＣ日興 5929 三和ＨＤ 1→2格下げ 2400→2550

モルガン 4023 クレハ UNDERWEIGHT新規 2500

4186 東応化 UNDERWEIGHT新規 3700

東海東京 5351 品川リフラ OUTPERFORM→NEUTRAL格下げ 1950→2190

3月5日 モルガン 2206 グリコ UNDERWEIGHT新規 4200

2269 明治ＨＤ UNDERWEIGHT新規 3100

3288 オープンH OVERWEIGHT→EQUALWEIGHT格下げ 4700

大和 5201 AGC 1→2格下げ 6400→6000

3月6日 ゴールドマン 2678 アスクル 買い→中立格下げ 2400→2100

8252 丸井Ｇ 買い→中立格下げ 2500

モルガン 6920 レーザーテック OVERWEIGHT→EQUALWEIGHT格下げ 39900

7296 ＦＣＣ UNDERWEIGHT新規 2000

3月7日 モルガン 4503 アステラス薬 OVERWEIGHT→EQUALWEIGHT格下げ 3500→1850

5991 ニッパツ OVERWEIGHT→EQUALWEIGHT格下げ 1400

大和 3110 日東紡 2→3格下げ 5000→6000

8584 ジャックス 2→3格下げ 5900

3月8日 みずほ 8804 東建物 買い→中立格下げ 2400→2430

モルガン 3226 アコモＦ UNDERWEIGHT新規 536000

7269 スズキ OVERWEIGHT→EQUALWEIGHT格下げ 7000→6700

8955 日本プラR UNDERWEIGHT新規 304000

8968 福岡リート UNDERWEIGHT新規 154000

岡三 2491 Ｖコマース 強気→中立格下げ 1800→1200

7272 ヤマハ発 強気→中立格下げ 1500

大和 6197 ソラスト 2→3格下げ 900→550

東海東京 5233 太平洋セメ OUTPERFORM→NEUTRAL格下げ 3460→3360

野村 2897 日清食ＨＤ BUY→NEUTRAL格下げ 5400→4800

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格下げ・売り推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

レーティング 

格下げ・売り推奨 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

個人 単位：億円 外国人 単位：億円

生・損保 単位：億円 信託銀 単位：億円

投信 単位：億円 事業法人 単位：億円

-12000

-10000

-8000

-6000

-4000

-2000

0

2000

4000

6000

8000

20
23

/9
/1

1

20
23

/9
/1

8

20
23

/9
/2

5

20
23

/1
0/

2

20
23

/1
0/

9

20
23

/1
0/

16

20
23

/1
0/

23

20
23

/1
0/

30

20
23

/1
1/

6

20
23

/1
1/

13

20
23

/1
1/

20

20
23

/1
1/

27

20
23

/1
2/

4

20
23

/1
2/

11

20
23

/1
2/

18

20
23

/1
2/

25

20
24

/1
/4

20
24

/1
/9

20
24

/1
/1

5

20
24

/1
/2

2

20
24

/1
/2

9

20
24

/2
/5

20
24

/2
/1

2

20
24

/2
/1

9

20
24

/2
/2

6 -10000

-5000

0

5000

10000

15000

20
23

/9
/1

1

20
23

/9
/1

8

20
23

/9
/2

5

20
23

/1
0/

2

20
23

/1
0/

9

20
23

/1
0/

16

20
23

/1
0/

23

20
23

/1
0/

30

20
23

/1
1/

6

20
23

/1
1/

13

20
23

/1
1/

20

20
23

/1
1/

27

20
23

/1
2/

4

20
23

/1
2/

11

20
23

/1
2/

18

20
23

/1
2/

25

20
24

/1
/4

20
24

/1
/9

20
24

/1
/1

5

20
24

/1
/2

2

20
24

/1
/2

9

20
24

/2
/5

20
24

/2
/1

2

20
24

/2
/1

9

20
24

/2
/2

6

-300

-250

-200

-150

-100

-50

0

50

100

150

200

20
23

/9
/1

1

20
23

/9
/1

8

20
23

/9
/2

5

20
23

/1
0/

2

20
23

/1
0/

9

20
23

/1
0/

16

20
23

/1
0/

23

20
23

/1
0/

30

20
23

/1
1/

6

20
23

/1
1/

13

20
23

/1
1/

20

20
23

/1
1/

27

20
23

/1
2/

4

20
23

/1
2/

11

20
23

/1
2/

18

20
23

/1
2/

25

20
24

/1
/4

20
24

/1
/9

20
24

/1
/1

5

20
24

/1
/2

2

20
24

/1
/2

9

20
24

/2
/5

20
24

/2
/1

2

20
24

/2
/1

9

20
24

/2
/2

6 -6000

-5000

-4000

-3000

-2000

-1000

0

1000

2000

3000

20
23

/9
/1

1

20
23

/9
/1

8

20
23

/9
/2

5

20
23

/1
0/

2

20
23

/1
0/

9

20
23

/1
0/

16

20
23

/1
0/

23

20
23

/1
0/

30

20
23

/1
1/

6

20
23

/1
1/

13

20
23

/1
1/

20

20
23

/1
1/

27

20
23

/1
2/

4

20
23

/1
2/

11

20
23

/1
2/

18

20
23

/1
2/

25

20
24

/1
/4

20
24

/1
/9

20
24

/1
/1

5

20
24

/1
/2

2

20
24

/1
/2

9

20
24

/2
/5

20
24

/2
/1

2

20
24

/2
/1

9

20
24

/2
/2

6

-3000

-2500

-2000

-1500

-1000

-500

0

500

1000

1500

2000

20
23

/9
/1

1

20
23

/9
/1

8

20
23

/9
/2

5

20
23

/1
0/

2

20
23

/1
0/

9

20
23

/1
0/

16

20
23

/1
0/

23

20
23

/1
0/

30

20
23

/1
1/

6

20
23

/1
1/

13

20
23

/1
1/

20

20
23

/1
1/

27

20
23

/1
2/

4

20
23

/1
2/

11

20
23

/1
2/

18

20
23

/1
2/

25

20
24

/1
/4

20
24

/1
/9

20
24

/1
/1

5

20
24

/1
/2

2

20
24

/1
/2

9

20
24

/2
/5

20
24

/2
/1

2

20
24

/2
/1

9

20
24

/2
/2

6

-1500

-1000

-500

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

20
23

/9
/1

1

20
23

/9
/1

8

20
23

/9
/2

5

20
23

/1
0/

2

20
23

/1
0/

9

20
23

/1
0/

16

20
23

/1
0/

23

20
23

/1
0/

30

20
23

/1
1/

6

20
23

/1
1/

13

20
23

/1
1/

20

20
23

/1
1/

27

20
23

/1
2/

4

20
23

/1
2/

11

20
23

/1
2/

18

20
23

/1
2/

25

20
24

/1
/4

20
24

/1
/9

20
24

/1
/1

5

20
24

/1
/2

2

20
24

/1
/2

9

20
24

/2
/5

20
24

/2
/1

2

20
24

/2
/1

9

20
24

/2
/2

6

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

投資主体別売買動向 - 1 

総括コメント 

2月第4週の投資主体別売買動向によると、外国人投資家は総合で1360億円と買い越しを継続した。現物は買い越しに転じ、TOPIX

先物は売り越しに転じ、225先物は売り越しを継続した。個人投資家は総合で786億円と売り越しを継続した。 

そのほか、投信は690億円と買い越しを継続し、都地銀は2622億円と売り越しを継続した。生・損保は83億円と売り越しを継

続し、事法は892億円と売り越しに転じ、信託は1071億円と売り越しを継続した。 

なお、自己は現物で買い越しを継続し、TOPIX先物は売り越しを継続し、225先物は買い越しに転じ、総合で2553億円と買い越

しを継続した。この週の裁定残は前週末比966.71億円増（買い越し）とネットベースで2兆0185.10億円の買い越しとなった（買

い越し幅増加）。週間の騰落率は日経平均で2.08％の上昇だった。 

2 月第 4 週：外国人投資家は総合で買い越しを継続 

投資主体別売買動向
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Ｍａｒｋｅｔ展望
単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/11/20 ▲2,515 ▲730 ▲108 ▲347 1,587 ▲155 ▲269 2,347

23/11/27 349 344 ▲3,625 1,361 1,450 74 ▲143 ▲75

23/12/04 ▲2,677 3,775 ▲5,468 744 1,692 ▲18 268 1,252

23/12/11 ▲2,286 ▲3,287 2,529 138 2,866 2 ▲287 260

23/12/18 1,814 ▲2,010 558 ▲276 2,051 ▲89 ▲388 ▲2,047

23/12/25 5,337 ▲2,518 ▲2,263 254 ▲77 ▲90 ▲198 ▲902

24/01/04 ▲1,608 ▲551 1,592 43 611 ▲242 ▲56 62

24/01/09 3,003 ▲10,682 9,589 ▲1,165 1,300 ▲245 ▲1,000 ▲89

24/01/15 2,879 ▲2,066 3,894 ▲2,387 437 ▲7 ▲602 ▲1,825

24/01/22 ▲2,296 2,897 4,055 ▲1,482 601 22 ▲324 ▲3,655

24/01/29 709 503 1,775 ▲2,016 663 90 ▲380 ▲1,401

24/02/05 2,050 2,069 3,777 ▲2,789 1,639 ▲255 ▲723 ▲5,476

24/02/12 6,224 ▲2,780 2,638 ▲971 664 ▲183 ▲506 ▲4,524

24/02/19 5,063 ▲1,138 ▲634 ▲671 892 28 ▲710 ▲2,204

24/02/26 2,715 ▲1,020 3,889 ▲1,599 ▲929 ▲77 ▲531 ▲2,544

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/11/20 1,570 ▲34 ▲3,100 ▲192 6 ▲9 10 1,769

23/11/27 900 78 ▲800 ▲230 ▲15 ▲218 53 390

23/12/04 ▲1,000 ▲540 6,000 ▲1,600 ▲0 50 ▲170 ▲3,200

23/12/11 690 292 ▲600 ▲180 6 19 94 ▲354

23/12/18 ▲920 23 ▲1,200 15 0 19 ▲3 2,116

23/12/25 ▲5,770 ▲118 3,900 98 ▲0 9 ▲196 2,065

24/01/04 1,150 ▲2 ▲1,000 ▲82 ▲6 26 20 34

24/01/09 ▲1,900 100 1,600 1,042 4 38 ▲32 ▲921

24/01/15 1,500 154 ▲900 453 7 56 ▲262 ▲1,030

24/01/22 8,457 49 ▲9,046 21 ▲11 2 ▲235 735

24/01/29 2,950 ▲189 ▲2,400 ▲179 ▲1 52 480 ▲720

24/02/05 ▲304 82 1,453 146 12 ▲10 42 ▲1,560

24/02/12 ▲3,697 415 1,271 1,035 3 ▲60 183 941

24/02/19 ▲2,645 ▲154 2,054 500 ▲6 ▲52 ▲20 382

24/02/26 ▲347 ▲145 ▲343 811 ▲5 6 ▲845 757

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/11/20 1,290 390 ▲1,300 ▲188 17 ▲112 125 ▲335

23/11/27 ▲1,590 ▲70 1,200 ▲56 24 10 536 ▲36

23/12/04 ▲1,100 500 0 900 118 ▲27 ▲920 ▲200

23/12/11 680 ▲600 ▲1,700 1,180 ▲69 0 752 ▲180

23/12/18 ▲920 660 500 ▲890 37 2 380 ▲100

23/12/25 80 ▲60 200 ▲110 ▲26 0 ▲101 47

24/01/04 860 ▲40 ▲1,900 674 ▲82 0 310 235

24/01/09 ▲300 ▲770 3,800 ▲1,360 ▲97 21 480 ▲1,310

24/01/15 ▲2,440 0 2,200 564 16 30 ▲370 ▲10

24/01/22 ▲321 245 522 291 90 48 ▲1,712 624

24/01/29 280 20 ▲2,700 842 ▲69 0 1,676 210

24/02/05 ▲172 ▲469 1,976 ▲887 ▲38 ▲28 ▲80 ▲501

24/02/12 ▲1,710 275 ▲1,759 1,751 111 57 ▲73 1,871

24/02/19 ▲403 45 ▲1,262 1,823 ▲13 0 ▲647 776

24/02/26 185 379 ▲2,186 1,478 42 ▲12 ▲1,246 716

T
O
P
I
X
先
物

日
経
平
均
先
物

現
物

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投資主体別売買動向 - 2 

市場別データ 
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週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

銘柄名 コード 市場 上場日
仮条件

（円）

公募株数

（株）

売出株数

（株）

公募価格

（円）

初値

（円）
主幹事

3/8終値

(円)

トライアルホールディングス 141A グロース 3/21 1,600～1,700 21,200,000 1,653,100 - -
大和、MUMSS、

モルガン、シティ
-

事業内容：

ＳＴＧ 5858 グロース 3/21 1,820～1,920 150,000 160,500 - - みずほ -

事業内容：

ジンジブ 142A グロース 3/22 1,620～1,750 200,000 150,000 - - SBI -

事業内容：

イシン 143A グロース 3/25 1,000～1,080 240,000 250,000 - - みずほ -

事業内容：

ソラコム 147A グロース 3/26 820～870 4,733,800 6,071,500 - - みずほ、大和 -

事業内容：

L is B 145A グロース 3/26 920～990 800,000 654,500 - - 野村 -

事業内容：

ハッチ・ワーク 148A グロース 3/26 1,680～1,800 161,900 141,400 - - SMBC日興 -

事業内容：

ＪＳＨ 150A グロース 3/26 350～380 850,000 0 - - SBI -

事業内容：

コロンビア・ワークス 146A スタンダード 3/27 3,110～3,300 833,400 80,100 - - 野村 -

事業内容：

ダイブ 151A グロース 3/27 1,710～1,820 365,000 250,000 - - SBI -

事業内容：

シンカ 149A グロース 3/27 1,050～1,100 467,000 153,000 - - SMBC日興 -

事業内容：

情報戦略テクノロジー 155A グロース 3/28 380～460 1,470,000 600,000 - - みずほ -

事業内容：

カウリス 153A グロース 3/28 1,440～1,530 380,000 1,210,700 - - SBI、大和 -

事業内容：

マテリアルグループ 156A グロース 3/29 - 50,000 4,837,100 - - 野村 -

事業内容：

大手企業向けＤＸ内製支援サービス等

コミュニケーションプラットフォーム「カイクラ」の開発、販売及びその他関連する業務

法人向けクラウド型不正アクセス検知サービスの提供等

リゾートバイトに特化した人材派遣・人材紹介事業、宿泊施設運営事業、情報システム事業

小売、物流、金融・決済、リテールテックなど、各事業を中心とした企業グループの企画・管理・運営（純粋持株会社）

マグネシウム及びアルミニウムダイカスト製品の製造・販売

企業の自治体向けマーケティング支援事業、日系大手企業のグローバルオープンイノベーション支援事業、成長企業のブランディング及び採用

支援事業

IoTプラットフォーム「SORACOM」の開発・提供

高卒就職採用支援サービス及び人財育成サービス

フィードワーカー向けビジネスチャット「direct」を中心とした現場DXサービスの開発・提供

月極駐車場検索ポータルサイト「アットパーキング」、月極駐車場オンライン管理支援サービス「アットパーキングクラウド」の提供並びに貸し会議

室サービス「アットビジネスセンター」の運営

不動産開発事業を単一セグメントとする不動産開発、不動産賃貸管理、ホテル運営

地方創生事業（障がい者雇用支援サービス、観光物産サービス）、在宅医療事業（精神科訪問診療コンサルティング・訪問看護サービス）

PR・デジタルを中心としたマーケティングコミュニケーション支援

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規上場銘柄

新規上場銘柄 

結果とスケジュール 
 

※ データは直近の新規上場銘柄の結果とスケジュールを全て掲載しています。 

証券会社によって取り扱いが異なりますので、お取引の際は各証券会社にご確認ください。 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

銘柄名 コード 市場 上場日
仮条件

（円）

公募株数

（株）

売出株数

（株）

公募価格

（円）

初値

（円）
主幹事

3/8終値

(円)

グリーンモンスター 157A グロース 3/29 - 750,000 250,000 - - みずほ -

事業内容：

アズパートナーズ 160A スタンダード 4/4 - 393,000 517,000 - - 野村 -

事業内容：

イタミアート 168A グロース 4/8 - 420,000 150,000 - - 東海東京 -

事業内容：

ハンモック 173A グロース 4/11 - 50,000 1,277,000 - - SMBC日興 -

事業内容：

BtoB向けECサイト「キングシリーズ」等を通じたオリジナル大型セールスプロモーション商材の企画・制作・販売

シニア事業（介護付きホーム、デイサービス、ショートステイのサービス提供）及び不動産事業（介護付きホーム等の不動産開発、老朽化不動産

の再生、マンション等の賃貸）

体験型投資学習支援事業

「IT資産管理・セキュリティ対策」「営業支援・名刺管理」「AIによる文字認識を活用したデータエントリー」に関する業務支援システム及びクラウド
サービスの開発、提供
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Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

1433 ベステラ 1149 1065 1087 1801 大成建 5508 4900 4638.5

1803 清水建 970 933.75 861 1938 日リーテック 1295 1272 1112

2292 Ｓ　ＦＯＯＤＳ 3285 3190.25 3035.5 2307 クロスキャット 1843 1110.75 1409

2325 ＮＪＳ 2924 2865.75 2630 2389 デジタルHD 1152 1059.5 1127.5

2475 ＷＤＢ 2277 2083.5 2270.5 2670 ＡＢＣマート 2777 2610.25 2406

2792 ハニーズHD 1679 1642.25 1496.5 2980 ＳＲＥＨＤ 3895 3533.75 3791.5

3034 クオールHD 1691 1682.75 1548.5 3688 カルタHD 1503 1247.75 1485.5

3922 ＰＲＴＩＭＥＳ 1974 1651.25 1969.5 4373 シンプレクスＨＤ 2786 2650.5 2393.5

4396 システムサポート 2115 1960.25 1784.5 4540 ツムラ 3543 2699.5 2863

4801 セントラルＳＰ 2476 2428.75 2453 5932 三協立山 919 865.75 755

6073 アサンテ 1676 1669 1624 6419 マースGHD 3260 3087.75 2629

6516 山洋電気 7210 7105 6350 6727 ワコム 716 631 669

6742 京三製 495 480 464 6798 ＳＭＫ 2559 2492.5 2538.5

6966 三井ハイテク 9774 8867.5 8075 7013 ＩＨＩ 3625 3540.75 3565

7717 Ｖテク 2642 2457 2624.5 7820 フラッシュ 971 946 968

7826 フルヤ金属 10580 10365 10085 9044 南海電鉄 3082 3032.5 3045.5

9534 北海瓦斯 2367 2293.25 2048.5 9622 スペース 1022 999 970

9717 ジャステック 1420 1377 1303.5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲上抜け銘柄（プライム） 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲上抜け銘柄（プライム） 

一目均衡表 雲抜け銘柄
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Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

2222 寿スピリッツ 1855 2165.5 1943 2503 キリンＨＤ 2054 2086.75 2099.5

2531 宝ＨＬＤ 1134 1205.75 1159 2533 オエノンＨＤ 343 372.75 345

2587 サントリーＢＦ 4828 4949.25 4875 3088 マツキヨココ 2353 2758 2420

3349 コスモス薬品 13745 15455 14435 3561 力の源HD 1595 2052.25 1608

3697 ＳＨＩＦＴ 26250 29548.75 26255 3863 日本紙 1126 1249 1130.5

4021 日産化 6095 6342.75 6265 4326 インテージＨＤ 1724 1899.5 1815.5

4527 ロート薬 2940 3421.5 3049.5 4689 ラインヤフー 387 409 391.5

6779 日電波 1346 1375.25 1538 7743 シード 668 714.5 677.5

8103 明和産 659 668.75 719 8304 あおぞら 2622 2864.5 2744.5

8803 平和不 3660 3920 3832.5 9041 近鉄ＧＨＤ 4565 4661.25 4610

9147 ＮＸＨＤ 7609 7836.75 7769.5 9684 スクエニＨＤ 5844 6143.25 6378.5

9743 丹青社 809 853.5 818.5 9746 ＴＫＣ 3625 3701.25 3657.5

9830 トラスコ中山 2272 2366.75 2292

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲下抜け銘柄（プライム） 

雲下抜け銘柄（プライム） 



〒730-0031　 広島市中区紙屋町1-3-8　 ℡：082-245-5000 三 次 支 店 〒728-0012　三次市十日市中2-13-26 ℡：0824-62-3121

〒736-0046 広島県安芸郡海田町窪町5-8 ℡：082-208-5700 可 部 支 店 〒731-0221　広島市安佐北区可部3-20-21 ℡：082-815-2600

〒720-0812　　 福山市霞町1-1-1　 ℡：084-922-1321 広島西支店 〒733-0841 広島市西区井口明神1-17-4 ℡：082-277-2700

〒700-0826 岡山市北区磨屋町1-3 ℡：086-222-1561 東広島支店 〒739-0014 東広島市西条昭和町2-7 ℡：082-422-3621

〒726-0004　 府中市府川町335-1 ℡：0847-45-8500 廿日市支店 〒738-0024　廿日市市新宮1-9-34 ℡：0829-31-6611

〒722-0035　 尾道市土堂2-7-11 ℡：0848-23-8121 岩 国 支 店 〒740-0018　岩国市麻里布町2-7-7 ℡：0827-22-3161

〒722-2323　広島県尾道市因島土生町2017-3　 ℡：0845-22-2291 徳 山 支 店 〒745-0034　周南市御幸通2-15 ℡：0834-31-5350

〒725-0026　竹原市中央5-5-5　　 ℡：0846-22-2295 防 府 支 店 〒747-0035　防府市栄町1-5-1 1F ℡：0835-22-2871

〒723-0014　三原市城町1-25-1 ℡：0848-67-6681 宇 部 支 店 〒755-0029　 ℡：0836-31-1105

〒737-0045　呉市本通3-5-4 ℡：0823-21-6401

萩 支 店 〒758-0027　萩市吉田町51-11 ℡：0838-25-2121

ネットセンター（インターネット取引）　　https://www.hirogin-sec.co.jp 東京営業所 〒104-0031 中央区京橋2-7-19 6Ｆ ℡：03-6228-7251

コールセンター（コール取引）　　　　　 フリーアクセス：0120-506-084 今治営業所 〒794-0022 今治市室屋町1-1-13 ℡：0898-55-8280

宇部市新天町2-3-3
ボスティビルド3階

府 中 支 店

岡山営業所

本店営業部

海田営業所

三 原 支 店

呉 支 店

竹 原 支 店

尾 道 支 店

因 島 支 店

福 山 支 店

当資料は、投資判断の参考となる情報提供のみを目的としており、個別の金融商品の投資勧誘を目的として作成または
提供するものではありません。当資料は、作成者が信頼できると判断した情報源に基づいて作成されていますが、その情
報の正確性や完全性を、または、将来の経済・市況動向等を予測・保証するものではありません。また、当資料中の見解
等は今後予告なく変更される場合がありますので、投資に係る最終決定はご自身の判断でなさいますようお願い申し上
げます。金融商品等の手数料等及びリスクについては、当該商品等の上場有価証券等書面、契約締結前交付書面、目
論見書及びお客さま向け資料等に記載しておりますので、よくお読みください。

株式、債券、ファンド、上場ETF及び上場リートのご購入の際のご注意事項

【お取引時の手数料について】（営業店でお取引の場合の手数料率、税込表示）

● 国内株式の売買取引には約定代金に対して最大1.155％の売買手数料（同手数料額が2,750円に満たない場合は

2,750円）をいただきます。マルチネット取引で売買いただく場合には対面取引の基本手数料から20％割引（当該金額が

2,200円に満たない場合には、一律2,200円）となります。又、外国株式の売買取引には売買金額（現地における約定代金

に現地委託手数料と税金等を買いの場合は加え、売りの場合は差し引いた金額）に対して最大0.88％の委託手数料（同

手数料額が2,750円に満たない場合は2,750円）をいただきます。
● 非上場債券（国債、地方債、政府保証債、社債等）を当社が相手方となり、お買付けいただく場合には、購入対価のみ
お支払いいただきます。

● ファンドのご購入時や運用期間中には以下の費用がかかります。＜直接費用＞購入手数料（スイッチング手数料を含

む）上限3.85%、換金手数料上限1.10%、信託財産留保額上限0.50％が必要となります。マルチネット取引の場合は購入

手数料（スイッチング手数料を含む）、換金手数料について対面取引手数料の20％割引となります。

＜間接費用＞運用管理費用（信託報酬）上限2.50％、（注）その他の費用・手数料（監査費用、有価証券等の売買にかかる

手数料、資産を外国で保管する場合の費用、信託事務に要する諸費用等）をご負担頂きます。（注）その他費用・手数料は、運用

状況等により変動する為、料率の上限等を示すことができません。

● 外国株式、外国債券、外国投資信託を売買取引する際の円貨と外貨の交換レートには、約定代金に応じて当社が決定
する為替スプレッドがあります。

●＜株式、上場ETF、債券のリスク＞株式や上場ETFの売買取引については、株価の変動により投資元本を割り込むこと

があります。債券は金利水準の変動等により価格が上下し、損失が生じるおそれがあります。外国株式、外国債券及び外

貨建て資産に投資する上場ETFは、為替相場の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、発行者の経営・財務

状況の変化及びそれらに関する外部評価の変化等により投資元本を割り込むことがあります。

● ＜為替リスク＞外貨建て商品の場合、外貨建てでは投資元本を割り込んでいない場合でも、為替変動あるいは外貨交

換の際の為替スプレッドにより、円換算ベースで投資元本を割り込み損失を被る場合があります。

● ＜上場リートのリスク＞リートは、不動産などで運用を行う上場投資法人です。リート市場価格については、金融経済動

向、不動産市況、災害（地震、火災等）等の影響を受け変動し損失が生じるおそれがあります。分配金は不動産などから

の収入に応じ変動します。金融商品取引所が定める基準に抵触し上場廃止になった場合には、取引が著しく困難になる

可能性があります。

● ＜ファンドのリスク＞ファンドは、主に国内外の株式、債券、不動産投資信託証券など値動きのある有価証券等（外貨

建て資産には為替リスクもあります）に投資しますので基準価額は大きく変動します。従って、投資元本が保証されている

ものではなく、これを割り込むことがあります。また、「毎月分配型」及び「通貨選択型」ファンドの“収益分配金に関する留

意事項”及び“通貨選択型投資信託の収益イメージ”は、必ずご確認して頂きたい重要事項となっておりますので、投資信

託説明書（交付目論見書）をよくお読みください。

【リスクについて】

商号等 ひろぎん証券株式会社

金融商品取引業者中国財務局長（金商）第20号

加入協会 日本証券業協会

資料作成：株式会社フィスコ

〒107-0062 東京都港区南青山五丁目13番3号

（帳票 J-10-002 営業統括部 2020年6月改定）
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